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奈半利町ホームページ　http://www.town.nahari.kochi.jp/

令和7年9月30日現在

人　口／ 2,794 人
　男　／ 1,307 人　女　／ 1,487 人　世帯数／ 1,615 戸

第14回奈半利町ちびっこトライアスロン　開催第14回奈半利町ちびっこトライアスロン　開催

奈半利町町民運動会　開催奈半利町町民運動会　開催

　 町のニュース
　 議会だより　ＶＯＬ．198
　 中学校だより

　 国際交流員
　 お知らせ
　 ヘルスメイト ほか



　
今
年
度
よ
り
追
加
さ
れ
た
新
競

技
「
玉
る
か
！
」
で
は
、引
い
た
ボ

ー
ル
の
色
に
よ
っ
て
競
技
が
決
定

す
る
運
の
要
素
が
強
い
競
技
で
、

難
易
度
が
高
い
競
技
と
な
っ
た
参

加
者
か
ら
は「
た
ま
る
か
！
」と
声

が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、小
中
学
生
リ
レ
ー
で
は
、

小
学
生
と
中
学
生
が
協
力
し
合
い

抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
競
走
に
会
場

は
沸
き
立
ち
、年
輪
リ
レ
ー
で
は
、

出
場
選
手
の
力
強
い
姿
や
ラ
ン
ナ

ー
の
快
走
に
、グ
ラ
ウ
ン
ド
は
歓
声

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
午
前
競
技
終
了
後
の
得
点
集
計

で
は
、上
長
田
地
区
が
19
点
で
先

行
。3
点
差
で
平
松
・
弓
場
地
区
、

4
点
差
で
東
浜
・
生
木
地
区
、5
点

差
で
百
石
地
区
、樋
ノ
口
地
区
、下

長
田
地
区
、立
町
地
区
が
追
随
し
、

午
後
の
競
技
で
の
逆
転
優
勝
を
ね

ら
え
る
僅
差
で
午
前
競
技
が
終
了

し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
競
技
で
は
、百
石

地
区
が
酒
屋
の
小
僧
、じ
ゃ
ん
け
ん

大
合
戦
と
連
続
で
1
位
を
取
り
、

1
位
に
躍
り
出
ま
し
た
が
、年
輪

リ
レ
ー
を
残
し
て
1
位
と
の
点
差

が
5
点
以
内
の
地
区
が
4
地
区
あ

り
大
接
戦
で
最
後
の
競
技
を
迎
え

ま
し
た
。他
地
区
も
逆
転
を
ね
ら

い
健
闘
し
ま
し
た
が
、百
石
地
区

が
そ
の
ま
ま
逃
げ
切
り
、令
和
7

年
度
奈
半
利
町
町
民
運
動
会
は
百

石
地
区
が
優
勝
を
果
た
し
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
、百
石
地
区
を
優

勝
へ
導
く
原
動
力
と
な
っ
た
中
島

二
男
さ
ん
と
、年
輪
リ
レ
ー
で
最

後
の
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
手
前
で
惜
し

く
も
転
倒
と
な
り
ま
し
た
が
、諦

め
ず
ゴ
ー
ル
し
た
平
松
・
弓
場
地
区

11/2
（日）

奈
半
利
町 

町
民
運
動
会 

開
催
！

令
和
７
年
度

の
濱
田
忠
さ
ん
が
M
V
P
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。受
賞
さ
れ
た
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
総
合
順
位
や
受
賞
者
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

　
町
民
運
動
会
は
、お
年
寄
り
か

ら
子
ど
も
ま
で
み
ん
な
が
集
ま
り
、

健
康
増
進
や
地
域
間
、世
代
間
の

交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、真
剣
に
競
技
す
る
こ
と

で
和
を
深
め
、ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽

し
む
こ
と
を
目
標
に
開
催
し
て
お

り
ま
す
。来
年
も
皆
様
の
元
気
な

姿
が
町
民
運
動
会
で
拝
見
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、町
民

運
動
会
の
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
、各
地
区
の
世

話
人
の
皆
様
、役
員
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※点数集計に誤りがあり、樋ノ口と横町・
港町が同率で８位となりました。

　集計誤りがありましたこと深くお詫び申し
上げます。

　
11
月
2
日（
日
）奈
半
利
町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典「
町
民
運
動
会
」が
奈
半
利
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
、多
数
の
町
民
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。朝
夕
は
少
し
肌
寒
い
時
季
で
す
が
、運

動
会
当
日
は
天
候
の
心
配
も
な
く
徐
々
に
気
温
も
上
が
り
、絶
好
の
運
動
会
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

応援合戦の部
第1位 加領郷・大原・西ノ平 56点
第2位 樋ノ口 55点
第3位 横町・港町 48点

総合順位
優勝 百　石　　　　　　　　39点
準優勝 東浜・生木　　　　　　36点
3位　　　上長田　　　　　　　　35点
4位　　　下長田　　　　　　　　33点
5位　　　平松・弓場　　　　　　32点
6位　　　車　瀬　　　　　　　　32点
7位　　　東　町　　　　　　　　31点
8位（同率）樋ノ口　　　　　　　　25点
8位（同率）横町・港町　　　　　　25点
10位 法恩寺・宮ノ岡　　　　25点
11位 六本松以東　　　　　　25点
12位 立　町　　　　　　　　23点
13位 中　里　　　　　　　　23点
14位 加領郷・大原・西ノ平 21点

MVP受賞者
最優秀選手賞　中島　二男さん（百石）
優秀選手賞　　濱田　忠さん（平松・弓場）

※同点の場合は、町民運動会規則により上
位入賞が多い地区が上位となっています。

新競技「玉るか！」

選手宣誓

園児（新入学児）オープニング

優勝（百石）地区
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　
11
月
１
日
（
土
）
旧
加
領
郷
小
学
校
に

て
、な
は
り
浦
の
会
主
催「
第
20
回
お
宝
を

描
こ
う
展
」の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
よ
り
展
示
会
も
開
催
し
て

お
り
、
奈
半
利

町
の
登
録
有
形

文
化
財
を
題
材

に
、子
ど
も
た
ち

の
純
粋
な
視
点

で
描
き
出
さ
れ

た
多
彩
な
作
品

が
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
ま

し
た
皆
さ
ん
、表

彰
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　奈半利町の定住人口の増加を図るため、本町に定住
するために住宅を購入する方を対象に奨励金を支給し
ます。

■補助条件
　１　住宅取得時に年齢がともに39歳以下の夫婦ま
たは世帯に18歳以下の子（申請者から見て続柄
が子である者）がいること。

　２　交付決定後、５年以上奈半利町に定住する意思
があること

　３　申請者の名義でされた登記によって対象住宅の
権利が明らかになっていること

　４　対象住宅に定住する者全員が、町税等を滞納し
ていないこと

■補助対象住宅
　１　自己の居住の用に供する建築物で、トイレ、台
所、浴室及び就寝が可能な部分を備えた新築また
は中古住宅とする。ただし、中古住宅については

奈半利町空き家バンク制度に則って売買契約し
たものに限る。

　２　住宅を取得した日が、令和７年10月１日以降であ
ること

　３　建築基準法（昭和25年法律第201号）に規定す
る基準に適合していること

■補助額
　住宅取得費用の10分の１以内で200万円を上限と
する。
　ただし、併用住宅においては住宅全体の床面積に対
する事業の用に供する部分の床面積の割合を住宅の
取得にかかった費用から除した額の10分の１とする。

■申請期限
　対象住宅の登記及び住所を定めた日から起算して６
か月を経過した日まで

【お問い合わせ先】　奈半利町地方創生課
　TEL：0887ー38ー7775

奈半利町定住促進奨励金のご案内

　このイベントは、交流人口の拡大や観光振興を図るこ
とを目的として「みなとオアシス奈半利」の関連事業と
して、平成22年度から実施しています。
　今年は、近年の猛暑による熱中症のリスクが高まる夏
場の開催を避けて、10月に開催しましたが、愛媛県や香
川県をはじめ、県内外の小学生約90人が参加しました。
　スタートと同時に子どもたちは透き通る青い海へ飛
び込み、太平洋の大海原を望む当町の海岸を自転車で
疾走し、最終のマラソンでは、降り注ぐ日差しの中、美し
い海の見えるふるさと海岸を走り抜け、ゴールした子ど
もたちの顔は達成感に満ちあふれていました。
　参加した子どもの中には、「入賞できなくて悔しかっ
たので、来年も参加したい」という声や、保護者からは、
「すばらしいイベントなので、子どもたちのために今後
も続けてほしい」などのうれしい声をいただきました。
　ちびっこトライアスロンを支えていただきました関係
者の方々、会場周辺の住民の皆様のご理解ご協力に感
謝いたします。

　令和7年10月19日（日）に、みなと未来会議の主催、奈半利町の共催で
「第14回奈半利町ちびっこトライアスロン」が開催されました。

第14回奈半利町ちびっこトライアスロン開催！！

お
宝
を
描
こ
う
展

表
彰
式
の
開
催

◀ なはり広報　No.3633



☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

令
和
7
年
度

　敬
老
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
午
前
9
時
か
ら
式
典
が
始
ま
り
、

町
長
の
式
辞
、
祝
百
歳
（
門
田
壽
子

さ
ん
、
南
彌
久
さ
ん
、
濱
田
敏
美
さ

ん
、
蒲
原
嘉
子
さ
ん
、
髙
松
妙
さ
ん
）

の
ご
紹
介
、
令
和
7
年
老
人
の
日
記

念
百
歳
高
齢
者
：
内
閣
総
理
大
臣
表

彰
者
　
年
度
内
に
百
歳
を
迎
え
る
方

（
濱
田
敏
美
さ
ん
、
蒲
原
嘉
子
さ
ん
、

髙
松
妙
さ
ん
、
岡
田
糸
惠
さ
ん
）
の

表
彰
、
模
範
老
人
（
豊
永
正
雄
さ
ん
、

畠
中
富
子
さ
ん
、
松
岡
俊
子
さ
ん
、

楠
本
ツ
ヤ
コ
さ
ん
）
の
表
彰
の
後
、

来
賓
の
方
々
よ
り
お
祝
い
の
こ
と
ば

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
内
の
小
学
生
か
ら
も
心
の
こ

も
っ
た
作
文
の
発
表
を
し
て
い
た
だ

き
、
最
後
は
出
席
者
を
代
表
し
て
濱

中
芳
久
さ
ん
よ
り
お
礼
の
こ
と
ば
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
演
芸
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
な
は

り
、
奈
半
利
小
学
校
に
よ
る
演
奏
や

歌
や
踊
り
、
奈
半
利
町
民
踊
愛
好
会

や
畠
中
悦
子
さ
ん
に
よ
る
日
本
舞
踊
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
、
奈
半
利
町

婦
人
会
お
ば
ち
ゃ
ん
48
の
方
々
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

出
し
物
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
最
後
に
奈
半
利
町
青
年
会

よ
さ
こ
い
と
奈
半
利
小
唄
の
踊
り
で

会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
出

席
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　10
月
5
日
に
、
長
寿
を
お
祝
い
し
よ
う
と
敬
老
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　敬
老
会
の
対
象
と
な
る
75
歳
以
上
の
方
は
8
1
8
人
と
な
り
、

当
日
は
、
約
1
0
0
人
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

高
知
県
障
害
者
美
術
展

　工
芸
の
部

　褒
状
！

　
10
月
10
日
、
第
29
回
高
知
県
障
害
者
美
術
展

（
ス
ピ
リ
ッ
ト
ア
ー
ト
）に
て
、林
田
義
雄
さ
ん
の

作
品「
在
り
し
日
の
わ
が
古
里
」が
褒
状
と
な
り
、

高
知
県
立
美
術
館
に
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
美
術
展
は
、
障
害
者
の
作
品
を
公
募
し

て
、
芸
術
作
品
と
し
て
の
生
命
感
を
持
ち
、
障
害

者
の
さ
ら
な
る
制
作
意
欲
の
向
上
や
社
会
参
加

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、心
豊
か
に
暮
ら
す
障
害

の
有
無
に
関
係
な
く
共
に
共
存
で
き
る
社
会
を

目
指
す
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。障

害
に
対
し
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
は
、今
後
の

文
化
振
興
の
発
展
に
と
っ
て
も
必
要
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
林
田
さ
ん
、褒
状
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

なはり古民家・廃校Art＆Live2025開催
　11月１日（土）～11月15日（土）に町内の
古民家および旧加領郷小学校で、なはり浦
の会主催「なはり古民家・廃校A r t＆
Live2025」を開催しました。
　Art展では、作家の皆さんの多様な作品が
展示され、古民家や廃校の空間とコラボレー
ションし、会場ごとに異なる世界観が展開さ
れていました。

　また、11月１日（土）に旧加領郷小学校で
椎名誠氏によるトークショーが行われ、特別
な時間を演出し、11月15日（土）には、心を
癒やすような歌声で魅了するアンサリー氏
によるライブが濱田邸で行われました。
　登録有形文化財である古民家を活用し、
町の魅力に触れながらアートと歴史が融合
する芸術の秋を満喫することができまし
た。

◀ なはり広報　No.3635



☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　現在、6年生３人・5年生６人・4年生２人・3年生６人・１年生１人の計１８人で活
動しています。
　練習日は【月曜日１７：００～】【水曜日１７：００～】【土曜日１３：３０～】で小学校
のグラウンドで行っていますので、どの学年の子どもさんでも大歓迎です。

　奈半利スポーツ少年団は、新チームになり練
習に励んでいます。井口杯では1回戦で負けて
しまいましたが、子ども一人一人が練習の成果
を出そうと一生懸命な姿が見られました。
　これからも、奈半利スポーツ少年団に温か
いご声援をどうかよろしくお願いします。

公式戦の成績

井口杯

９月２８日（日）　東部球場

奈半利スポーツ少年団　０―９　枝川ジュニアーズ

奈半利スポーツ少年団について

特定健診を受診された方にごみ袋を差し上げます！！

乳幼児健診日程

　令和8年３月31日までに特定健診を受診された国保・後期高齢者の方にごみ袋を差し上げます！
　特定健診は11 月30 日（日） ＡＭ 8 : 30～11 : 00 保健センターまたは、医療機関にて受診でき
ます。
　医療機関で受診された場合は、受診結果表を持って、住民福祉課まで、お願いいたします。

■1歳6カ月健診・3歳児健診

　受　付／ 12：45～13：00
　歯科診察／ 13：30～14：00
　小児科健診／ 14：00～15：30

■乳幼児健診
　　受　　付／ 12：45～13：15　　診　　察／ 14：00～

と　き 12月３日（水）、令和8年1月7日（水）、2月4日（水）

ところ 奈半利町防災センター

対　象 4カ月、6・7カ月、10カ月、12カ月

と　き 

ところ 

対　象 1歳6カ月児（令和6年4月～令和6年5月生まれ）
3歳児（令和4年8月～令和4年9月生まれ）

令和8年1月21日（水）

奈半利町防災センター

対象の方には通知をいたします。

令和7年から2カ月に1回になりました。
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令和6年度各会計の決算の状況
会　　計　　名 令和6年度

（歳入）
令和6年度
（歳出）

令和5年度
（歳出）

前年度対比
（歳出） 採決結果

一 般 会 計 33億9,582万円 32億8,173万円 31億0,629万円 105.6% 賛成者全員
特
別
会
計

国 保 会 計 4億7,312万円 4億7,141万円 4億8,925万円 96.3% 賛成者全員

後期高齢医療 6,518万円 6,430万円 6,097万円 105.4% 賛成者全員
簡 易 水 道 R6から公営企業会計に移行 1億2,649万円
漁業集落排水 R6から公営企業会計に移行 8,031万円

公
営
企

業
会
計

簡 易 水 道 8,671万円 7,250万円 賛成者全員
漁業集落排水 4,268万円 2,928万円 賛成者全員

計 40億6,351万円 39億1,922万円 38億6,331万円 101.4%

令和7年度　補正予算
一般会計　総務費、衛生費などに5,821万円を追加｡

令和7年度各会計予算
会　　計　　名 既定予算額 追加予算額 予算総額 採決結果

一 般 会 計 35億4,877万円 5,821万円 36億0,698万円 賛成者全員
特
別
会
計

国 保 会 計 4億8,195万円 −329万円 4億7,866万円 賛成者全員

後期高齢医療 6,867万円 78万円 6,945万円 賛成者全員

計 40億9,939万円  5,570万円  41億5,509万円

●令和7年9月定例会

VOL.198

令和6年度の決算を認定
　一般会計歳出総額
32億8,173万円
（前年度比　5.6％増）

　特別会計歳出総額
　　　国民健康保険事業	 4億7,141万円
　　　後期高齢者医療	 6,430万円
　公営企業会計歳出総額
　　　簡易水道事業	 7,250万円	

　　　漁業集落排水事業	 2,928万円

◀ 議会だより　VOL.1987



○
財
政
健
全
化
法
に
よ
る
各
指
標

及
び
財
政
運
営
に
つ
い
て

　

令
和
6
年
度
決
算
に
お
け
る
財
政

健
全
化
法
に
定
め
ら
れ
た
各
指
標
に

つ
い
て
は
、
3
カ
年
平
均
の
実
質
公

債
費
比
率
は
、令
和
4
年
度
1・7
％
、

令
和
5
年
度
4
・
1
％
、
令
和
6
年

度
は
対
前
年
度
1
・
0
ポ
イ
ン
ト
増

の
5
・
1
％
に
増
加
し
た
が
、
起
債

を
発
行
す
る
際
に
許
可
を
必
要
と
す

る
基
準
の
18
％
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
実
質
赤
字
比
率
及
び
連
結

実
質
赤
字
比
率
に
つ
い
て
は
、
本
町

は
赤
字
決
算
団
体
で
は
な
く
、
将
来

負
担
比
率
に
つ
い
て
も
、
将
来
負
担

額
よ
り
も
基
金
残
高
等
の
充
当
可
能

財
源
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

指
標
に
基
づ
く
評
価
を
必
要
と
せ

ず
、
本
町
の
財
政
は
比
較
的
安
定
傾

向
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、人
口
減
少
対
策
、

防
災
減
災
対
策
、生
活
基
盤
の
整
備
、

観
光
振
興
、
定
住
・
移
住
促
進
事
業
、

少
子
高
齢
化
対
策
、
社
会
保
障
費
の

増
加
な
ど
、
多
大
な
財
政
負
担
を
必

要
と
す
る
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

　

各
種
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
総
合
計
画
を
基
本
と
し
た
中
長

期
的
な
見
通
し
の
も
と
、
事
業
の
実

効
性
や
費
用
対
効
果
、
優
先
順
位
等

を
的
確
に
検
証
し
、
計
画
的
で
有
効

な
執
行
に
努
め
て
い
く
。

　

財
政
運
用
に
つ
い
て
は
、
各
指
標

を
注
視
し
な
が
ら
、
産
業
振
興
に
よ

る
町
税
の
増
収
や
滞
納
対
策
の
強
化

等
に
よ
る
自
主
財
源
の
拡
大
と
適
正

な
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
国
、
県
の
動
向
注
視
と
情

報
収
集
に
努
め
、
有
利
な
補
助
事
業

の
導
入
と
経
費
の
削
減
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用

し
、
計
画
的
、
か
つ
健
全
で
安
定
的

な
財
政
運
営
を
図
り
、
課
題
に
的
確

に
対
応
す
る
こ
と
で
、
豊
か
で
明
る

い
奈
半
利
町
の
実
現
、
町
民
の
皆
様

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、住
み
た
い
、

住
ん
で
良
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
魅

力
あ
る
奈
半
利
町
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

○
第
60
回
奈
半
利
町
港
ま
つ

り
に
つ
い
て

　
「
第
60
回
奈
半
利
町
港
ま
つ
り
」

を
8
月
16
日
（
土
）
に
開
催
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
の
告
知
や
S
N
S
で
の

広
報
等
の
影
響
も
あ
り
、
観
客
動
員

数
は
直
近
で
は
最
多
と
な
る
約
1
万

2
千
人
と
な
っ
た
。
当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
駅
前
広
場
で
は
餅
投
げ
や

奈
半
利
町
婦
人
会
、
青
年
会
に
よ

る
「
炭
坑
節
」・「
な
は
り
小
唄
」
の

踊
り
の
ほ
か
、
町
内
外
か
ら
参
加
さ

れ
た
10
チ
ー
ム
の
踊
り
子
隊
に
よ
る

「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
、

華
麗
な
衣
装
や
迫
力
の
あ
る
踊
り
な

ど
で
、
来
場
者
を
魅
了
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
花
火
大
会
で
は
約
3
、

5
0
0
発
の
色

鮮
や
か
な
花
火

が
、
夜
空
に
打

ち
上
げ
ら
れ
、

観
客
か
ら
は
大

き
な
歓
声
が
上

が
っ
て
い
た
。

　

な
お
、
当
日

は
町
民
の
皆
様

方
の
ご
協
力
の
も
と
、
高
知
県
東

部
、
ご
め
ん
・
な
は
り
線
沿
線
の
住

民
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
場

者
の
方
に
参
加
・
体
験
を
し
て
い
た

だ
き
、
地
域
住
民
と
の
交
流
も
図
ら

れ
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
考
え

て
い
る
。

　

今
後
も
、
高
知
県
東
部
を
代
表
す

る
夏
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
交
流
人

口
の
拡
大
、
観
光
産
業
の
充
実
、
町

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る「
港
ま
つ
り
」

の
発
展
に
努
め
て
い
く
。

○
特
産
品
等
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て

　

①
大
阪
・
関
西
万
博
に
つ
い
て

　

8
月
22
日
（
金
）、
23
日
（
土
）

に
、
大
阪
・
関
西
万
博
会
場
に
お
い

て
、
五
感
で
高
知
の
極
上
の
田
舎
な

　9月定例会は9月9日に開会、町長からの行政報告の後、報告2件、人事案件4件、条例案件5件、
予算案件3件、決算認定5件、議員発議1件、その他の案件1件を原案通り認定、可決し12日に
閉会した。
　一般質問には3人の議員が登壇し、「南海トラフ地震の奈半利町の取り組みについて」、「こども
計画について」、「消滅可能性自治体における限界集落への対応策について」などについて執行
部の考えを質

ただ
した。

●令和7年　第3回定例会（9月）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）
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魅
力
を
味
わ
い
尽
く
す
イ
ベ
ン
ト

「
E
X
P
O
2
0
2
5　

高
知
の
祭

典　

W
О
R
L
D 

Y
О
S
A
K
О

I 

D
A
Y
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

会
場
で
は
、
国
内
外
17
チ
ー
ム
に

よ
る
よ
さ
こ
い
踊
り
、
3
0
0
年
以

上
の
歴
史
が
あ
る
高
知
の
街
路
市
や

県
内
全
て
の
市
町
村
の
特
産
品
の
販

売
を
行
い
、
高
知
県
の
特
産
品
の
魅

力
や
P
R
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
、
国
内
外
か
ら
の
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
い
、
高
知
県
ブ
ー
ス

に
は
2
日
間
で
約
５
４
、
0
0
0
人

の
方
々
が
訪
れ
、
会
場
は
イ
ベ
ン
ト

終
了
ま
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

　

今
後
も
奈
半
利
町
の
P
R
や
特
産

品
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

②
高
知
県
関
西
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
に
つ
い
て

　

8
月
23
日
（
土
）
に
、
大
阪
市

の
高
知
県
関
西
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
S
U
P
E
R 

L
O
C
A
L 

S
H
O
P

と
さ
と
さ
」
に
お
い
て
、

大
阪
万
博
や
T
V
放
映
等

で
の
高
知
県
へ
の
注
目

を
生
か
し
、
特
産
品
や
観

光
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

で
、
町
の
認
知
向
上
を
目

的
と
し
た
奈
半
利
町
の
P
R
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
た
。

　

当
日
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
1

人
と
地
方
創
生
課
職
員
2
人
が
参
加

し
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
来
店
者

数
は
5
、
8
2
7
人
、
試
食
提
供
は

約
7
0
0
食
に
の
ぼ
っ
た
。

　

イ
チ
ジ
ク
や
黒
タ
タ
キ
、
天
然
ア

ユ
な
ど
の
特
産
品
が
好
評
で
、
商
品

が
売
り
切
れ
た
後
も
多
く
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
商
品

の
P
R
活
動
が
で
き
た
。
な
お
、
イ

チ
ジ
ク
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
の
関
係
者
か
ら
2
事
業
者

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
う
ち
1
事

業
者
と
新
規
取
り
引
き
が
決
定
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
観
光
P
R
で
は
、
動
画
放

映
を
通
じ
て
宿
泊
や
体
験
観
光
へ
の

関
心
が
高
ま
り
、
特
に
幼
児
向
け
マ

リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
問
い
合

わ
せ
が
多
く
あ
っ
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
の
魅
力

を
広
く
伝
え
る
機
会
と
し
て
は
一
定

の
成
果
を
得
ら
れ
た
と
考
え
、
今
後

は
関
西
で
の
継
続
開
催
に
加
え
、
東

京
で
の
展
開
も
検
討
し
て
い
る
。

○
教
育
委
員
会
事
業
に
つ
い
て

　

①
学
校
教
育
・
社
会
教
育
に
つ
い
て

　

8
月
21
日
に
認
定
こ
ど
も
園
を
会

場
と
し
た
園
小
中
合
同
職
員
会
を
実

施
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
園
小

中
学
校
の
教
職
員
が
子
ど
も
た
ち
の

義
務
教
育
課
程
修
了
時
の
姿
を
見
据

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
け
る
目

指
す
子
ど
も
像
に
向
け
、
各
学
校
の

子
ど
も
た
ち
の
課
題
や
取
り
巻
く
環

境
の
改
善
に
つ
い
て
協
議
し
な
が

ら
、
園
学
校
同
士
の
接
続
を
強
化
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

発
達
に
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も
は

近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
へ
対
応
す

る
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
教
職

員
と
し
て
重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
開
催
に
至
っ
た
。
講
師
の
専
門

的
な
知
識
や
経
験
を
基
に
、「
そ
の

子
な
り
の
伝
え
方
」
と
し
て
理
解
し

対
応
し
て
い
く
「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
う
手
法
に
つ

い
て
、
実
践
を
踏
ま
え
な
が
ら
詳
し

く
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
の
改
善
や
課
題
解
決
に
つ
な

が
る
知
識
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
取
り

組
み
に
努
め
て
い
く
。

　

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
7
月
19
日

か
ら
8
月
31
日
ま
で
の
期
間
中
の
毎

日
、
奈
半
利
小
学
校
の
プ
ー
ル
開
放

を
実
施
し
、
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
監
視
員
を
民
間
警
備
会
社
に
委
託

す
る
こ
と
と
し
た
。
普
通
救
命
講
習

を
修
了
し
た
監
視
員
が
安
全
性
の
確

保
を
促
し
な
が
ら
実
施
し
、
開
放
期

間
中
に
お
け
る
大
き
な
け
が
な
ど
の

発
生
は
起
こ
ら
ず
、
無
事
に
プ
ー
ル

開
放
の
終
了
を
迎
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
毎
週
水
曜
日
の
子
ど
も
教

室
に
加
え
、
子
ど
も
た
ち
の
泳
力
や

体
力
向
上
の
た
め
の
水
泳
教
室
、
な

は
り
浦
の
会
主
催
の
「
お
宝
を
か
こ

う
展
」
へ
の
出
展
作
品
の
制
作
を
主

と
し
た
絵
画
教
室
の
ほ
か
、
奈
半
利

駅
に
設
置
し
て
あ
る
繭
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
修
復
へ
の
協
力
を
子
ど
も
教
室

◀ 議会だより　VOL.1989



や
中
高
生
の
協
力
に
よ
り
実
施
し
、

町
の
文
化
や
歴
史
を
知
る
良
い
機
会

に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

学
校
の
長
期
休
業
期
間
が
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
多
様
な
経
験
を
得

る
こ
と
の
で
き
る
有
意
義
な
期
間
と

な
っ
た
。

　

②
修
学
支
援
に
つ
い
て

　

本
町
に
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
奈
半
利
町
人
づ

く
り
奨
学
基
金
給
付
制
度
は
、
本
年

度
は
新
た
に
大
学
等
に
進
学
さ
れ
た

学
生
8
人
、
在
学
中
の
学
生
29
人
の

合
計
37
人
の
給
付
対
象
と
な
る
学
生

の
皆
さ
ん
に
、
修
学
状
況
に
応
じ
た

入
学
料
及
び
授
業
料
の
支
援
と
し
て
、

総
額
1
、2
7
5
万
円
の
給
付
を
行
っ

た
。
こ
の
制
度
の
継
続
は
、
経
済
的

支
援
と
し
て
多
く
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
思
う
の
で
、
今
後
も
本
町

の
次
世
代
を
担
う
若
者
の
教
育
及
び

修
学
に
つ
な
げ
る
支
援
と
し
て
、
引

き
続
き
多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
町
営
工
事
に
つ
い
て

　

①
公
共
土
木
事
業
に
つ
い
て

　

社
会
資
本
整
備
交
付
金
事
業
に
よ

る
町
道
平
花
田
線
、
防
災
安
全
交
付

金
事
業
に
よ
る
町
道
大
原
西
ノ
平
線

の
各
改
良
工
事
を
令
和
7
年
6
月
に

工
事
発
注
し
、早
期
完
成
を
目
指
し
、

現
在
施
工
中
で
あ
る
。

　

道
路
改
良
工
事
を
通
し
て
、
防
災

対
策
も
行
い
、
安
全
で
快
適
な
住
環

境
の
形
成
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

　

②
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

本
村
簡
易
水
道
配
水
管
布
設
替
工

事
1
工
区
（
延
長
4
9
5
m
）
2
工

区
（
延
長
4
0
0
m
）
の
各
工
事
を

令
和
7
年
7
月
に
工
事
発
注
し
、
令

和
7
年
12
月
末
工
事
完
成
目
指
し
、

現
在
施
工
中
で
あ
る
。

　

生
命
の
維
持
や
生
活
に
必
要
な
水

を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
、
水
道

施
設
の
整
備
を
図
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　

こ
の
ほ
か
中
芸
広
域
連
合
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ

た
。

　

議
　
　
案

◆
報
　
告

○
一
般
社
団
法
人
な
は
り
の
郷
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
3
月
設
立
の
一
般
社
団

法
人
な
は
り
の
郷
か
ら
第
10
期
事
業

年
度
の
終
了
に
伴
い
、
そ
の
事
業
報

告
及
び
決
算
報
告
の
提
出
が
あ
っ
た

の
で
、
地
方
自
治
法
第
2
4
3
条
の

3
第
2
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会

に
報
告
を
す
る
も
の
。

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
損

害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て
）

　

本
件
は
、
当
町
公
用
車
の
公
務
運

行
中
に
起
こ
し
た
交
通
事
故
に
関
す

る
物
損
事
故
に
関
す
る
損
害
賠
償
額

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
町
長
の

専
決
処
分
事
項
の
指
定
に
つ
い
て

（
令
和
5
年
12
月
13
日
議
決
）
第
4

項
に
指
定
さ
れ
た
専
決
処
分
事
項
と

し
て
専
決
処
分
し
た
の
で
、
地
方
自

治
法
第
1
8
0
条
第
2
項
の
規
定
に

よ
り
議
会
に
報
告
す
る
も
の
。

　

1　

事
故
発
生
年
月
日　

令
和
7

年
6
月
27
日
午
前
9
時
40
分
頃

　

2　

事
故
発
生
場
所　

香
南
市
内

香
南
市
営
駐
車
場
内

　

3　

相
手
方　
香
南
市
在
住
の
個
人

　

4　

損
害
賠
償
額

　
　
　

1
6
6
、
5
6
0
円

　

5　

示
談
の
内
容

　

今
後
本
件
に
関
し
て
は
双
方
と
も

裁
判
上
ま
た
は
裁
判
外
に
お
い
て
一

切
異
議
申
し
立
て
、
請
求
を
行
わ
な

い
こ
と
を
誓
約
す
る
。

　

6　

事
故
の
概
要

　

香
南
市
営
駐
車
場
内
に
お
い
て
、

当
町
バ
ス
運
転
手
が
当
町
公
用
車
を

運
転
し
停
車
さ
せ
よ
う
と
後
退
し
た

際
に
、
公
用
車
の
右
後
方
部
分
が
、

同
駐
車
場
に
駐
車
し
て
い
た
相
手
方

車
両
の
右
前
方
部
分
に
衝
突
、
相
手

方
所
有
の
右
前
ド
ア
及
び
車
体
等
を

損
傷
さ
せ
た
物
損
事
故
。

　
※
専
決
処
分
と
は

　
本
来
、
議
会
の
議
決
・
決
定
を
経

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
に
つ
い

て
、
議
会
を
開
会
す
る
時
間
的
余
裕

が
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
町
長

が
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
い

て
、
議
会
の
議
決
・
決
定
の
前
に
自

ら
処
理
す
る
こ
と
を
い
う
。

◆
人
　
事

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
德
能
美
穂
氏
を
教
育
委
員
に

任
命
す
る
こ
と
の
同
意
を
求
め
る
議

案
が
提
出
さ
れ
、
無
記
名
投
票
の
結

果
、
同
意
さ
れ
た
。

　

住
所　
奈
半
利
町
乙
1
1
4
1
番
地
9

　

氏
名　

德
能　

美
穂

　

生
年
月
日　

昭
和
45
年
3
月
9
日

　
賛
成
者
全
員
（
同
意
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
任
命
同
意

　

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
を
求

め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、宮
地
誓
氏
、

久
保
久
美
子
氏
、
田
中
郁
夫
氏
の
3

人
が
任
命
さ
れ
た
。

　

住
所　
奈
半
利
町
乙
2
6
5
番
地
1

　

氏
名　

宮
地　

誓

　

生
年
月
日　

昭
和
24
年
11
月
10
日

　
賛
成
者
全
員
（
同
意
）

　

住
所　
奈
半
利
町
乙
8
3
5
番
地
1

　

氏
名　

久
保　

久
美
子

　

生
年
月
日　

昭
和
27
年
7
月
29
日

　
賛
成
者
全
員
（
同
意
）

　

住
所　
奈
半
利
町
乙
3
4
4
2
番
地
1

　

氏
名　

田
中　

郁
夫
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生
年
月
日　

昭
和
30
年
5
月
19
日

　
賛
成
者
全
員
（
同
意
）

 

◆
条
　
例

○
奈
半
利
町
子
育
て
支
援
金
支
給
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

奈
半
利
町
子
育
て
支
援
金
に
つ
い

て
、
高
知
県
人
口
減
少
対
策
総
合
交

付
金
を
活
用
す
る
に
あ
た
り
、
所
要

の
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
。

　
　
賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
町
税
の
事
務
及
び
税
目
に
お
け

る
所
要
の
規
定
の
整
備
を
す
る
た

め
、条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

　
　
賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
町

職
員
の
部
分
休
業
の
取
り
扱
い
に
関

し
所
要
の
規
定
の
整
備
を
す
る
た

め
、条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

	

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
ま

た
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福

祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
職
員
が
仕
事
と
育
児
と
の
両
立

に
資
す
る
制
度
等
を
利
用
し
や
す
い

勤
務
環
境
の
整
備
に
関
し
所
要
の
規

定
の
整
備
を
す
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

	
賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
条
例
で
引
用
す
る
法
律
の
条
項

が
繰
り
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

条
項
の
ず
れ
を
解
消
す
る
も
の
。

　
　
賛
成
者
全
員
（
可
決
）

◆
そ
の
他

○
奈
半
利
町
介
護
予
防
拠
点
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

奈
半
利
町
介
護
予
防
拠
点
施
設

「
車
瀬
い
こ
い
の
家
」
の
指
定
管
理

者
に
つ
い
て
、
車
瀬
地
区
に
指
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

　
賛
成
者
全
員
（
可
決
）

◆
予
　
算

○
令
和
7
年
度
奈
半
利
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
第
1
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

77
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

を
そ
れ
ぞ
れ
6
、
9
4
5
万
円
と
定

め
る
も
の
。

　

歳
入
は
、
繰
越
金
77
万
円
を
追
加

し
、
歳
出
で
は
、
総
務
費
77
万
円
を

追
加
す
る
も
の
。

　
　
賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
令
和
7
年
度
奈
半
利
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
2
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
3
2
9
万
円
を
減
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
4
億
7
，

8
6
6
万
円
と
定
め
る
も
の
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
繰
越
金

3
2
9
万
円
を
減
額
し
、
歳
出
は
、

基
金
積
立
金
3
4
9
万
円
を
減
額

し
、
諸
支
出
金
20
万
円
を
追
加
す
る

も
の
。

　
賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
令
和
7
年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

補
正
予
算
第
2
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

5
、
8
2
1
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
36
億
6
9
8

万
円
と
定
め
る
も
の
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支
出

金
1
、
3
7
3
万
円
、
繰
越
金
2
、

6
8
9
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
、

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
２
、

9
4
3
万
円
、衛
生
費
6
1
1
万
円
、

諸
支
出
金
1
、
5
9
4
万
円
を
追
加

す
る
も
の
。　

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

◆
総
務
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
月
10
日
）

○
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
令

和
7
年
第
3
回
定
例
会
議
案
第
15
号

令
和
6
年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、
地

域
振
興
常
任
委
員
会
と
連
合
審
査
を

開
催
し
、
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
◆
地
域
振
興
常
任
委
員
会

　

　
　
（
9
月
10
日
）

○
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
令

和
7
年
第
3
回
定
例
会
議
案
第
11
号

令
和
6
年
度
奈
半
利
町
漁
業
集
落
排

水
事
業
会
計
決
算
の
認
定
及
び
議
案

第
12
号
令
和
6
年
度
奈
半
利
町
簡
易

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
、
総
務
民
生
常
任
委
員
会
と
連
合

審
査
を
開
催
し
、
原
案
の
と
お
り
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
（
9
月
29
日
）

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　

地
方
創
生
課
か
ら
、
制
度
復
帰
後

の
取
り
組
み
、
全
国
の
寄
付
額
等
の

推
移
、
奈
半
利
町
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
今
後
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
の
在
り
方
や
対
策
な

ど
も
含
め
、
当
町
と
し
て
も
有
利
な

財
源
で
あ
る
た
め
、
専
門
業
者
へ
の

委
託
な
ど
検
討
し
て
い
く
。

◆
議
会
運
営
委
員
会

　
（
9
月
3
日
）

◀ 議会だより　VOL.19811



○
令
和
7
年
第
3
回
定
例
会
の
会
期

に
つ
い
て

　

第
3
回
定
例
会
会
期
に
つ
い
て
、

総
務
課
長
よ
り
提
出
議
案
の
説
明
を

受
け
、
協
議
を
行
っ
た
。
案
件
は
、

報
告
2
件
、
人
事
案
件
4
件
、
条
例

案
件
5
件
、
決
算
5
件
、
予
算
3
件
、

議
員
発
議
1
件
、
そ
の
他
の
案
件
1

件
、
そ
し
て
一
般
質
問
の
通
告
が
3

件
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
審
議
を
行
う

た
め
の
会
期
を
9
日
か
ら
12
日
ま
で

の
4
日
間
と
定
め
た
。

◆
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
（
8
月
12
日
）

○
議
会
広
報
研
修
会
に
つ
い
て

　

令
和
7
年
9
月
広
報
（
議
会
だ
よ

り
）
の
編
集
・
校
正
を
行
っ
た
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

９
月
号
に
掲
載
の
議
会
だ
よ
り
に

誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、次
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

小
笠
原
良
議
員　

一
般
質
問
答
弁
者

　
（
誤
）　

答　
井
上
総
務
課
長

　
（
正
）　

答　
竹
﨑
町
長

　【表決の状況】　　　　　　　　　賛成○、反対×　※議長は表決をしないことになっています。

議　員　

　議　案　

木
下　

清

坂
本
年
男

瀬
川　

崇

竹
﨑　

稔

川
島　

巧

安
岡　

健

岩
内　

博

小
笠
原
良

中
川
和
明

大
西
洋
三

結　

果

教育委員会の委員の任命同意 無記名投票による表決 同意
固定資産評価審査委員会の委員の選任同意 〇 〇 〇 〇 欠席 〇 〇 欠席 〇 同意
固定資産評価審査委員会の委員の選任同意 〇 〇 〇 〇 欠席 〇 〇 欠席 〇 同意
固定資産評価審査委員会の委員の選任同意 〇 〇 〇 〇 欠席 〇 〇 欠席 〇 同意
奈半利町子育て支援金支給条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 欠席 〇 〇 欠席 〇 可決
奈半利町税条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 欠席 〇 〇 欠席 〇 可決
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 欠席 〇 〇 欠席 〇 可決
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 欠席 〇 〇 欠席 〇 可決
奈半利町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 欠席 〇 〇 欠席 〇 可決
奈半利町介護予防拠点施設の指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 欠席 〇 〇 欠席 〇 可決
令和６年度奈半利町漁業集落排水事業会計決算 〇 〇 〇 〇 欠席 〇 〇 欠席 〇 認定
令和６年度奈半利町簡易水道事業会計決算 〇 〇 〇 〇 欠席 〇 〇 欠席 〇 認定
令和６年度奈半利町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 〇 欠席 〇 〇 欠席 〇 認定
令和６年度奈半利町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 〇 欠席 〇 〇 欠席 〇 認定
令和６年度奈半利町一般会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 〇 欠席 〇 〇 欠席 〇 認定
奈半利町後期高齢者医療特別会計補正予算第１号 〇 〇 〇 〇 欠席 〇 〇 欠席 〇 可決
奈半利町国民健康保険事業特別会計補正予算第２号 〇 〇 〇 〇 欠席 〇 〇 欠席 〇 可決
奈半利町一般会計補正予算第２号 〇 〇 〇 〇 欠席 〇 〇 欠席 〇 可決
精神障がい者保健福祉手帳所持者に対する精神科
医療費および一般医療費への助成制度への意見書 〇 〇 〇 〇 欠席 〇 〇 欠席 〇 可決

※　安岡議員は入院、中川議員は体調不良のため欠席となっています。

会務報告　　　〇：出席　　●：体調不良により欠席　　／：対象外　　Obs：オブザーバー

議　員　

　議　案　

木
下　

清

坂
本
年
男

瀬
川　

崇

竹
﨑　

稔

川
島　

巧

安
岡　

健

岩
内　

博

小
笠
原
良

中
川
和
明

大
西
洋
三

9/3 議会運営委員会 Obs 〇 〇 〇 〇 ●
9/24 中芸広域連合定例会（安田町）議長、副議長、総務民生委員長 〇 〇
9/25 四国四県町村長・議長大会（高知市） 〇
9/29 地域振興常任委員会　①ふるさと納税について Obs 〇 ● 〇 〇 〇
10/5 安田町記念式典 〇
10/6 徳島県知事への要望　徳島県海部郡・高知県安芸郡議長連合会 〇
10/6 四国地区整備局要望　奈半利室戸道路建設促進協議会 〇
10/7 じん肺キャラバン 〇
10/8 四国地区町村議会議長会研修会（愛媛県松山市） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇
10/17 広報編集特別委員会 Obs Obs 〇 〇 〇 ● 〇
10/18 県選出国会議員との意見交換会 〇
10/21 四国地区整備局要望　四国8の字ネットワーク 〇
10/23 安芸広域臨時会 〇
10/28 特老定例会 〇
10/31 トップセミナー（議長、副議長、各種委員長） 〇 〇 〇 〇 〇 ●
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南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
奈
半
利

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
①
高
知
県
で
予
想
さ
れ
る
巨
大
地

震
で
は
、
県
民
の
半
数
が
被
災
者
に
な

り
、
行
政
も
医
療
な
ど
も
圧
倒
的
に
不

足
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
行
政
も
住

民
も
本
気
で
向
き
合
い
、
徹
底
し
た
事

前
防
災
訓
練
が
必
要
で
あ
る
。
南
海
ト

ラ
フ
地
震
の
発
生
の
確
率
も
高
く
な
り

つ
つ
あ
る
中
、
津
波
、
家
屋
な
ど
の
被

害
想
定
が
さ
れ
て
い
る
か
。

　
②
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
、
一
番

頼
れ
る
の
は
自
主
防
災
組
織
だ
と
思
わ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
地
域
全
員
を
把

握
し
て
、
身
体
の
不
自
由
な
方
を
救
助

ま
た
避
難
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
や
避
難

を
し
た
方
た
ち
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に

守
っ
て
い
く
の
か
。
想
定
さ
れ
る
救
助

者
や
負
傷
者
に
対
し
、医
療
等
の
人
的
、

物
的
資
源
も
不
足
す
る
中
、
行
政
と
し

て
町
民
を
守
る
体
制
を
ど
の
よ
う
に
構

築
し
て
い
く
の
か
。

　
③
先
日
の
研
修
で
、
石
巻
の
大
川
小

学
校
で
津
波
被
害
の
話
を
伺
っ
た
。
小

学
校
で
は
津
波
に
よ
っ
て
74
人
と
い
う

尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
震
が
発
生
す
れ

ば
、
直
ち
に
高
台
に
避
難
す
る
こ
と
を

義
務
付
け
る
こ
と
が
最
大
の
良
い
結
果

に
な
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

　
答
　
井
上
総
務
課
長

　

①
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
被
害
想

定
に
つ
い
て
、奈
半
利
町
に
お
い
て
も
甚

大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
、当
町
に
お
け

る
建
物
被
害
の
想
定
は
、高
知
県
の
平

成
24
年
度
の
被
害
想
定
に
よ
る
と
、約

2
、1
0
0
棟
が
地
震
の
揺
れ
や
津
波
、

火
災
等
に
よ
り
、全
壊
ま
た
は
焼
失
す

る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、現
在
の
奈
半

利
町
の
家
屋
台
帳
に
あ
る
3
、0
7
8

棟
の
建
物
と
の
対
比
で
は
、約
68
％
の
建

物
が
失
わ
れ
る
と
い
う
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
こ
う
し
た
大
規
模
な
被
害
は
、住

民
の
生
活
や
地
域
経
済
に
壊
滅
的
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

地
震
の
揺
れ
や
火
災
に
対
す
る
対
策

は
、個
人
が
行
う
住
宅
耐
震
工
事
や
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
に
対
す
る
助
成

を
行
っ
て
お
り
、耐
震
改
修
工
事
は
、令

和
6
年
度
ま
で
に
1
2
7
件
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
。改
め
て
、補
助
制
度
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、地
震
対
策
の
重
要

性
の
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

　

②
避
難
行
動
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、

避
難
行
動
要
支
援
者
の
名
簿
を
作
成

し
、個
別
避
難
計
画
の
作
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
。作
成
し
た
名
簿
の
提
供
は
、自

主
防
災
組
織
に
提
供
で
き
て
い
な
い
た

め
、個
人
情
報
管
理
の
ル
ー
ル
整
備
を
行

い
、自
主
防
災
組
織
に
も
名
簿
提
供
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
く
。
ま
た
、避
難
所
運

営
マ
ニュ
ア
ル
や
要
配
慮
者
名
簿
の
活
用

に
よ
る
避
難
支
援
体
制
の
強
化
、定
期
的

な
訓
練
の
実
施
を
推
進
し
、い
ざ
と
い
う

と
き
に
地
域
内
で
助
け
合
え
る
仕
組
み

づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、引

き
続
き
、資
機
材
の
整
備
等
、自
主
防
災

活
動
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　

医
療
や
救
助
に
関
し
て
、近
隣
市
町

村
や
県
と
の
連
携
、ま
た
消
防・
自
衛

隊
と
の
協
力
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と

で
、救
命
率
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、事
前
の
備
え
と
地
域・行
政
の

協
力
体
制
が
最
も
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、行
政
が
で
き
る
備
え
に
は
限
界

で
あ
る
こ
と
か
ら
、町
民
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
の
命
を
守
る
「
自
助
」
と
、地
域
で

助
け
合
う「
共
助
」を
徹
底
し
て
高
め
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。当
町
と
し

て
も
防
災・減
災
対
策
を
全
力
で
推
進
す

る
と
と
も
に
、自
主
防
災
組
織
の
活
動

支
援
、関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
取

り
組
み
、町
民
と
共
に
、命
と
生
活
を
守

る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

③
当
町
の
小
中
学
校
は
、津
波
の
浸

水
区
域
と
な
っ
て
お
り
、高
知
県
の
防
災

マ
ッ
プ
で
は
、小
学
校
は
10
分
か
ら
20
分
、

中
学
校
は
40
分
か
ら
1
時
間
で
津
波
が

到
達
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、小
中
学
校
で
は
、児

童
生
徒
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
地

震
発
生
時
に
限
ら
ず
、火
災
発
生
時
な

ど
に
お
け
る
職
員
が
取
る
べ
き
措
置
や

手
順
、安
全
教
育
や
訓
練
の
計
画
な
ど

を
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
策
定

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、避
難
経
路

は
、家
屋
や
電
柱
の
倒
壊
な
ど
に
よ
り
、

避
難
が
困
難
と
な
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
、教
職
員
が
状
況
に
応
じ
て
、最
も
的

確
な
判
断
を
下
せ
る
よ
う
、危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
も
行
い
な
が
ら
、

児
童
生
徒
の
命
を
守
る
た
め
、防
災
教

育
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、南
海
ト
ラ
フ
地
震

に
よ
る
津
波
が
最
大
の
脅
威
で
あ
る
た

め
、地
震
や
津
波
の
情
報
や
強
い
揺
れ

を
感
じ
た
と
き
に
は
、一刻
も
早
く
高
台

や
避
難
場
所
へ
移
動
す
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
で
あ
り
、命
を
守
る
行
動
を

最
優
先
に
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、最
も

良
い
結
果
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

地
震
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か

ら
な
い
の
で
、皆
様
の
意
識
と
し
て
、一

人
で
も
多
く
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、ま

ず
避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、あ
ら
ゆ
る
機
会
、方
法
を
用

い「
迷
わ
ず
逃
げ
る
」と
い
う
行
動
を
浸

透
さ
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
避
難
し
た
後
、
食
料
な
ど
十
分
あ

る
か
と
思
う
が
、
ト
イ
レ
が
特
に
必
要

と
考
え
る
。
各
避
難
所
に
設
置
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答　
竹
﨑
町
長

　

避
難
所
の
備
蓄
品
に
つ
い
て
、
住
民

懇
談
会
の
中
で
も
要
望
が
あ
り
、
備
蓄

品
の
点
検
等
、
担
当
課
で
行
っ
て
い
る

が
、
現
在
の
備
蓄
品
の
状
況
で
は
足
り

な
い
状
況
で
あ
り
、
対
応
を
急
が
な
い

と
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

備
蓄
品
も
、
買
い
替
え
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
物
や
避
難
想
定
に
対
し
て

ど
う
い
う
物
で
対
応
し
て
い
く
の
か
を

再
度
整
理
し
て
、
予
算
面
の
こ
と
も
踏

ま
え
、
計
画
的
に
整
備
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
備
蓄
品
が
足
ら
な
い
場
合
に

は
応
援
物
資
等
の
要
請
に
よ
る
備
蓄
品

の
供
給
な
ど
も
踏
ま
え
、
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
の
例
と
し

て
、
8
月
1
日
に
国
土
交
通
省
の
四
国

整
備
局
の
主
催
で
、
命
の
港
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
海
上
輸
送
訓
練
を
行
っ
た
。

当
町
へ
の
緊
急
支
援
物
資
を
高
知
港
か

ら
奈
半
利
港
へ
海
上
輸
送
し
、
防
災
セ

ン
タ
ー
へ
搬
送
す
る
訓
練
で
あ
る
。

　

ま
た
今
後
、
中
芸
広
域
体
育
館
を
さ

ま
ざ
ま
な
応
援
活
動
の
受
援
拠
点
と

し
、
各
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、
医
療

や
救
助
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や
物
資

等
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
拠
点
と
す
る
構

想
も
練
っ
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
応
援
体
制
や
事
前
の
協

議
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
足
ら
な

い
部
分
を
補
足
し
て
い
き
な
が
ら
、
い

ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
き
た
い
。

南海トラフ地震による被害想定や
津波避難に対する取り組み状況は
地震被害は壊滅的である。事前の備えと地域・
行政の協力体制を強化していく／井上総務課長

坂本　年男  議員

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

一
般

質
問
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奈
半
利
町
の
災
害
発
生

の
避
難
場
所
に
つ
い
て

問　
奈
半
利
町
で
は
災
害
発
生
時
の
避

難
者
数
を
ど
れ
ほ
ど
に
想
定
し
て
い
る

か
。

答　
井
上
総
務
課
長

　

本
町
に
お
け
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

被
害
想
定
は
、
L
2
と
い
わ
れ
る
数
百

年
か
ら
千
年
に
一
度
程
度
の
最
大
規
模

の
地
震
及
び
津
波
で
は
、
地
震
発
生
1

日
後
で
1
、
8
0
0
人
、
1
週
間
後
で

1
、
2
3
0
人
、
1
カ
月
後
で
5
8
0

人
の
避
難
者
数
を
想
定
し
て
い
る
。

　

避
難
所
へ
の
受
け
入
れ
は
、
L
2
ク

ラ
ス
に
よ
る
津
波
浸
水
区
域
を
考
慮

し
、収
容
可
能
な
避
難
所
が
11
カ
所
で
、

5
4
1
の
収
容
者
数
と
な
っ
て
お
り
、

計
算
上
1
、
2
5
9
人
が
不
足
す
る
こ

と
か
ら
、
全
て
の
避
難
者
数
を
既
存
の

避
難
所
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
困
難
な

状
況
に
あ
る
。
当
町
と
し
て
も
大
き
な

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
現
状
の
対
策

と
し
て
は
、
安
芸
圏
域
の
2
市
7
町
村

で
広
域
避
難
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で

お
り
、
昨
年
で
は
、
県
・
協
定
市
町
村
・

バ
ス
業
者
・
ホ
テ
ル
業
者
で
実
際
に
受

け
入
れ
要
請
の
訓
練
を
行
っ
た
。

　

多
様
な
避
難
方
法
を
組
み
合
わ
せ
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
命
を
守
る
体
制
を
構

築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
対
応
を
進
め

て
い
く
。

問　
収
容
人
数
が
不
足
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
避
難
所
の
増
設
な
ど

の
考
え
は
な
い
か
。

　
答　
井
上
総
務
課
長

　

現
在
の
町
が
出
し
て
い
る
想
定
で

は
、
町
の
人
口
を
元
に
出
し
て
い
る
も

の
で
、
県
の
考
え
方
な
ど
を
参
考
に
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
指
定
避
難
所
は
数
週
間
か
ら
数
カ

月
、
場
合
に
よ
っ
て
は
1
年
以
上
居
住

す
る
こ
と
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
避
難
場
所
の
住
環
境
な
ど
に
つ
い

て
確
認
し
た
い
。
例
え
ば
飲
料
水
や
食

事
事
情
、
ト
イ
レ
、
風
呂
事
情
、
そ
し

て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
た
め
の
環

境
状
況
を
伺
う
。

答　
井
上
総
務
課
長

　

避
難
所
に
必
要
な
も
の
と
し
て
、
重

点
的
に
飲
料
水
や
食
料
を
置
い
て
い

る
。
現
在
、
高
知
県
の
備
蓄
計
画
の
備

蓄
方
針
の
考
え
方
と
照
ら
し
合
わ
せ
る

と
、
基
本
的
に
3
日
分
の
備
蓄
を
個
人

備
蓄
の
原
則
と
し
て
、
住
民
の
方
に
案

内
を
し
て
い
る
。
L
2
避
難
者
数
を

1
、
8
0
0
人
と
し
て
、
1
日
間
の
備

蓄
数
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、

当
町
の
飲
料
水
の
必
要
確
保
量
が
5
，

4
0
0
ℓ
と
な
る
と
こ
ろ
、
町
の
備
蓄

が
2
、
7
0
0
ℓ
と
約
半
分
で
あ
り
、

消
費
期
限
も
あ
る
の
で
、
追
加
で
購
入

す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

次
に
食
料
は
、
1
、
8
0
0
人
の

1
日
分
で
5
、
4
0
0
食
を
想
定
し

て
お
り
、
町
の
備
蓄
と
し
て
は
現
在

7
、
9
0
0
食
程
度
保
管
し
て
い
る
の

で
余
裕
が
あ
る
状
態
で
あ
る
。
そ
の

他
備
蓄
と
し
て
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
は
、
1
日
分
の
長
さ
で
、
₁
4
、

4
0
0
m
必
要
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
今

₂
4
、
0
0
0
m
な
の
で
足
り
て
い

る
。
ト
イ
レ
の
環
境
に
つ
い
て
は
、
1

人
が
1
日
5
回
行
く
と
想
定
を
し
、
約

9
、
0
0
0
回
分
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
が
、
現
在
ま
だ
5
、
3
0
0
回
程
度

と
不
足
し
て
い
る
。

答　
竹
﨑
町
長

　

避
難
所
に
つ
い
て
、
備
蓄
品
、
ト
イ

レ
な
ど
、
町
と
し
て
最
低
限
の
物
品
は

備
え
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
地
震
と
災
害
で
避
難

さ
れ
た
方
や
災
害
関
連
死
な
ど
、
避
難

所
で
の
生
活
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
も

認
識
し
て
い
る
の
で
、
国
の
方
で
も
避

難
所
の
住
環
境
を
今
後
整
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
大
き
な
方
針
も

出
て
い
る
の
で
、
財
源
的
に
も
い
ろ
い

ろ
と
情
報
収
集
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

　

例
え
ば
ト
イ
レ
に
し
て
も
、
い
ろ
い

ろ
防
災
備
品
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
進
化

を
し
て
い
る
の
で
、
情
報
を
い
ろ
い
ろ

収
集
し
な
が
ら
、
避
難
所
の
設
備
を
、

充
実
さ
せ
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
き
た

い
。当

町
の
こ
ど
も
計
画
の

現
状
に
つ
い
て

問　

高
知
県
は
2
0
2
5
年
4
月
に

「
高
知
県
こ
ど
も
計
画
」
を
策
定
し
た

と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
町

村
に
対
し
て
『
こ
ど
も
計
画
』
の
策
定

努
力
が
義
務
付
け
ら
れ
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
当
町
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
寺
村
住
民
福
祉
課
長

　
「
こ
ど
も
計
画
」
と
は
、「
少
子
化
対

策
・
子
ど
も
若
者
施
策
・
子
ど
も
の
貧

困
対
策
」
を
包
括
す
る
計
画
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
「
こ
ど
も
計
画
」
の
策
定

は
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
従
前
よ
り
作
成
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」が
改
定
時
期
と
な
っ
て
お
り
、

「
子
ど
も
計
画
」
の
中
に
包
括
し
作
成

す
る
こ
と
で
、
補
助
金
が
活
用
で
き
、

財
源
的
に
も
有
利
で
あ
る
た
め
、
令
和

6
年
度
に
予
算
計
上
し
て
い
た
が
、
補

助
金
不
採
択
と
な
り
、
義
務
化
さ
れ
て

い
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
を
教
育
委
員
会
が
令
和
6
年
度
に

策
定
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
「
こ
ど
も
計
画
」
に
つ
い
て
は
、

情
報
収
集
を
行
い
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、「
少
子
化
対
策
・
子
ど
も
若
者
施

策
・
子
ど
も
の
貧
困
対
策
」
は
、
計
画

策
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
重
要
課
題
で
あ

り
、
各
課
や
中
芸
広
域
連
合
で
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
今

後
も
連
携
を
と
り
、
既
存
の
制
度
等
も

活
用
し
な
が
ら
、
継
続
、
発
展
さ
せ
て
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問　
自
治
体
の
子
ど
も
計
画
の
策
定
に

関
し
て
は
、全
て
の
子
ど
も
、若
者
が
、

身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
に
、
幸
福

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を

実
現
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
た
め
、
当

町
作
成
時
に
、
上
記
の
国
の
基
本
方
針

を
踏
ま
え
た
上
で
は
あ
る
が
、
あ
る
程

度
、
奈
半
利
町
の
事
情
、
状
況
に
十
分

考
慮
し
た
形
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

が
、
当
町
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

答　
寺
村
住
民
福
祉
課
長

　

具
体
的
な
策
定
時
期
は
、
未
定
で
あ

る
が
、
令
和
6
年
度
に
、
子
ど
も
子
育

て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
お

り
、
次
回
の
改
定
時
期
で
あ
る
。
5
年

後
に
は
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
ま
た

こ
の
「
子
ど
も
計
画
」
は
、
努
力
義
務

で
作
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、「
子
ど
も

計
画
」
の
方
も
、
よ
り
拘
束
力
の
高
い

義
務
化
さ
れ
た
際
に
は
、
当
然
作
る
必

要
が
あ
る
。
昨
年
、「
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
を
作
っ
て
お
り
、
内

容
的
に
も
重
な
る
部
分
も
あ
る
の
で
、

財
源
も
考
え
な
が
ら
、検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
の
策
定
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
中
芸
広
域
連
合
既
存
の

事
業
で
対
策
を
し
て
い
る
部
分
も
あ

り
、
引
き
続
い
て
広
域
連
合
や
中
芸
5

町
村
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

南海トラフ地震発生後、奈半利町の避難者
の想定人数、各避難所（住環境）整備状況は
L2 の地震・津波被害想定では 1,800人の避難者
数が想定され、当町の11カ所の避難所では収容
困難となっている／井上総務課長

川島　巧  議員

VOL.198 議会だより　▶ 14



消
滅
可
能
性
自
治
体
に
お
け
る
限

界
集
落
地
区
へ
の
対
応
策
は
？

問　

人
口
減
少
が
深
刻
化
す
る
中
、

2
0
5
0
年
ま
で
に
自
治
体
の
4
割
が

消
滅
す
る
可
能
性
あ
る
と
い
う
報
告
が

人
口
研
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
報
告

に
よ
り
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
受
け
た
の
は

行
政
に
関
わ
る
関
係
者
だ
け
で
な
く
住

民
も
ま
た
地
域
の
将
来
に
向
け
大
き
な

不
安
を
抱
い
て
い
る
。
当
町
を
含
め
県

内
で
も
25
の
市
町
村
で
若
年
女
性
の
減

少
率
が
70
％
を
超
え
消
滅
の
可
能
性
が

あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
中
、
当
町
で

も
人
口
減
少
対
策
と
し
て
若
者
や
移
住

者
の
確
保
が
必
要
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と

並
行
し
て
限
界
集
落
と
い
わ
れ
る
地
域

や
、
そ
の
一
歩
、
手
前
に
あ
る
地
区
へ

の
対
策
を
同
時
並
行
的
に
進
め
な
け
れ

ば
、
地
域
の
人
口
衰
退
に
歯
止
め
は
掛

け
ら
れ
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
人
口
規

模
の
大
き
い
自
治
体
は
自
然
減
対
策
に

力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
、
当
町
の
よ
う

に
人
口
規
模
の
小
さ
い
自
治
体
は
社
会

減
対
策
と
自
然
減
対
策
、
両
方
が
必
要

だ
と
考
え
、
次
の
件
に
つ
い
て
伺
う
。

　
当
町
で
限
界
集
落
の
定
義
と
さ
れ
る

65
歳
以
上
の
人
口
が
50
％
を
超
え
て
い

る
地
区
は
幾
つ
あ
る
の
か
、
ま
た
準
限

界
集
落
と
い
わ
れ
る
55
歳
以
上
の
人
口

が
50
％
を
超
え
て
い
る
地
区
も
同
時
に

伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

答　
小
野
地
方
創
生
課
長

　

ま
ず
、
65
歳
以
上
の
人
口
が
50
％
を

超
す
限
界
集
落
と
定
義
さ
れ
る
地
区

は
、
車
瀬
か
ら
港
町
の
行
政
の
地
区
で

27
行
政
地
区
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
17
地

区
が
該
当
す
る
。

　

ま
た
、
準
限
界
集
落
と
い
わ
れ
る
55

歳
以
上
の
人
口
が
50
％
を
超
え
て
い
る

地
区
は
、
23
地
区
、
本
町
全
域
で
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
特
に
55
歳
以
下
の

人
口
が
当
町
で
は
、減
少
傾
向
に
あ
り
、

20
代
、
30
代
の
女
性
の
割
合
が
人
口
の

5.6
％
と
非
常
に
少
な
い
状
況
に
あ
る
。

問　
現
行
推
移
で
2
0
4
0
年
頃
の
限

界
集
落
名
、
消
滅
集
落
の
予
想
が
あ
れ

ば
伺
う
と
と
も
に
、
そ
う
い
っ
た
対
象

地
区
へ
の
対
応
策
や
支
援
策
の
計
画
が

あ
れ
ば
伺
う
。

答　
小
野
地
方
創
生
課
長

　

２
０
４
０
年
頃
の
地
区
ご
と
の
限
界

集
落
の
予
測
は
、
現
在
で
き
て
い
な
い

が
、
現
状
で
推
移
し
て
い
く
と
、
そ
う

遠
く
な
い
時
期
に
町
内
の
全
て
の
集
落

が
限
界
集
落
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

平
野
部
よ
り
山
間
部
に
お
い
て
人
口
減

少
が
高
い
傾
向
に
あ
り
、
各
地
区
の
支

援
策
は
、
集
会
所
の
光
熱
費
を
各
13
地

区
で
負
担
し
て
い
た
が
、
町
が
負
担
を

開
始
す
る
。
ま
た
、
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
山
間
部
の
地
区
に
対
し
て
は
、
従

来
か
ら
町
道
の
維
持
管
理
と
し
て
補
助

金
の
交
付
や
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
も
補
助
金
の
上
乗
せ
を
す
る
な

ど
対
策
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
対

策
以
外
に
も
、
集
落
で
の
道
路
や
水
路

工
事
を
現
在
進
め
て
い
る
。
飲
料
水
供

給
施
設
の
更
新
計
画
な
ど
、
町
民
の
皆

様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て

生
活
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
存
続
の
た

め
の
施
策
を
引
き
続
き
、
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
消
滅
可
能
性
自
治
体
指
定
の
主
因

と
な
る
「
若
年
女
性
の
雇
用
に
よ
る
流

出
」
を
中
心
と
し
た
施
策
を
進
め
る
の

が
「
予
防
医
療
」
と
す
る
な
ら
高
齢
化

の
進
む
集
落
に
お
い
て
「
延
命
医
療
」

も
必
要
だ
と
考
え
る
。
今
後
の
地
域
存

続
の
た
め
に
は
「
若
年
女
性
人
口
」
の

減
少
率
に
重
き
を
置
く
こ
と
よ
り
限
界

集
落
で
の
リ
ー
ダ
ー
作
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醸
成
、
集
落
支

援
員
の
増
員
、
地
域
特
有
の
特
産
品
作

り
等
に
よ
る
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
な
ど
各
課
を
横
断
的
に
つ
な
ぎ
、
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
事
案
だ
と
考
え
る

が
、
見
解
を
問
う
。

答　
小
野
地
方
創
生
課
長

　

人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
む
限
界
集

落
に
お
い
て
は
、
リ
ー
ダ
ー
作
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醸
成
、
特

産
品
作
り
等
に
よ
る
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
な
ど
、
延
命
策
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
な
は

り
の
郷
で
行
っ
て
い
る
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
事
業
、
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
事
業
等
に
よ
り
、
そ
の
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
地
域
活
性
化

補
助
金
、
集
落
営
農
組
織
支
援
交
付
金

等
の
各
地
区
や
集
落
の
自
主
的
な
取
り

組
み
を
支
援
す
る
補
助
制
度
も
作
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
単
一
課

で
進
め
る
の
で
は
な
く
、
各
課
が
横
断

的
に
連
携
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、町
全
体
と
し
て
「
若
年
層
の
定
着
」

と
「
高
齢
者
の
生
き
が
い
」
を
両
立
さ

せ
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
て
い
き
た
い
。

　

た
だ
し
、
若
年
女
性
の
地
元
定
着
率

の
低
下
が
、
本
町
の
消
滅
可
能
性
自
治

体
に
区
分
さ
れ
る
大
き
な
要
因
で
あ

り
、
雇
用
環
境
の
整
備
や
移
住
・
定
住

支
援
、
子
育
て
支
援
の
拡
充
な
ど
を
通

じ
て
、
若
年
世
代
が
暮
ら
し
続
け
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
予
防
策
が
人
口
減

少
対
策
と
し
て
、
早
急
に
取
り
組
む
べ

き
事
案
で
あ
る
。

問　
当
町
で
も
現
実
に
「
花
田
」
地
区

が
「
消
滅
集
落
」
と
な
り
、
そ
の
予
備

軍
と
さ
れ
る
地
区
が
中
山
間
地
区
だ
け

で
な
く
本
村
部
分
に
ま
で
忍
び
よ
っ
て

き
て
い
る
現
実
の
中
、
集
落
支
援
員
の

増
員
等
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
、
そ

こ
で
暮
ら
し
て
い
る
住
民
の
生
活
を
ど

う
守
り
、ど
う
継
続
し
て
い
く
か
を
今
、

問
わ
れ
て
い
る
。

答　
竹
﨑
町
長

　

集
落
支
援
員
を
雇
用
し
、
そ
の
地
区

だ
け
に
特
化
し
て
と
い
う
こ
と
は
、
現

在
の
集
落
支
援
制
度
に
は
あ
て
は
ま
ら

な
い
と
考
え
る
。
奈
半
利
町
全
体
に
対

す
る
、
中
心
的
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

当
町
27
行
政
区
全
部
を
一
つ
の
地
区
と

捉
え
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
事
業
を
立

ち
上
げ
、
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
一
つ
の
考
え
方
で
あ
る
。

　

集
落
支
援
員
に
つ
い
て
は
、
現
在
雇

用
し
て
い
る
方
、
１
人
に
つ
い
て
は
専

門
職
的
な
立
場
で
、
農
業
に
特
化
し
た

方
を
雇
用
し
て
い
る
。

　

地
区
別
や
産
業
別
な
ど
そ
の
分
野
別

で
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
事

業
に
つ
い
て
も
、
大
学
生
に
入
っ
て
も

ら
い
、
福
祉
施
策
の
部
分
に
関
わ
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
ま
た
、

集
落
支
援
員
だ
け
で
は
な
く
、
人
材
の

確
保
、
人
材
の
登
用
、
投
入
と
い
う
と

こ
ろ
を
捉
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

移
住
の
状
況
に
つ
い
て
は
、協
力
隊
、

集
落
支
援
員
等
を
中
心
に
、
当
町
の
Ｐ

Ｒ
を
し
、
来
町
し
て
も
ら
い
、
町
内
の

各
地
域
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
住
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
雇
用
を
作
り
、
奈
半
利
町
に
引

き
止
め
る
こ
と
を
地
道
に
着
実
に
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。そ
の
中
で
も
移
住
対
策
と
し
て
、

地
方
創
生
課
を
中
心
に
、
今
後
も
人
材

確
保
に
努
め
て
い
く
。

当町の人口減少問題の対策は？
小笠原　良  議員

各課が横断的に連携し、住環境を整備することに
より雇用を作り、奈半利町に引き止めることを地道
に着実に実施していく／竹﨑町長
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　10月10日（金）、2年生は米ケ岡で芋
掘りを行いました。6月に植えた苗が育
って、どこまで成長しているか。2年生み
んなが、この日が来るのを楽しみにして
いました。
　芋のつるは長く伸びており、子どもた
ちは早く掘りたくてワクワクしていまし
た。茎の周辺をスコップや手を使って、
芋を傷つけないように優しく掘ろうとし
ますが、土が硬くてなかなか上手に掘れません。ご指導いただい
た谷川さんや教育委員会の皆さんに手伝ってもらいながら、なん
とかみんなで協力して収穫することができました。小さいものが
多かったですが、掘り当てたときは、「やった～。とれた～」「楽し
い～」などの歓声が上がっていました。大きい芋はなかなかお目
にかかることができませんでしたが、なぜお芋が十分育たなかったかを考えることも大切な勉強です。もっと水やり
をしたらよかったのか、肥料を足したらよかったのか、草抜きが必要だったのか。今度、お芋を植えるときには今回
の学びを生かせるようにしたいです。
　収穫したお芋は、すぐに食べるのではなく2週間ほど乾燥させることによって、より甘くなるそうです。2週間後、ど
んな調理方法で食べるかという新たな楽しみもできました。

　10月5日（日）、令和7年度敬老会が行われました。3年生は作文発表と
演芸発表をしました。
　2学期になってすぐに3年生は作文を書いたり、歌、リコーダーの練習を
したりしてきました。短い練習期間でしたが、本番は立派に作文発表と演
芸発表をしていました。
　はじめに、代表児童5人が作文を発表しました。普段なかなか伝えられ
ないおじいちゃん、おばあちゃんへの感謝の気持ちを伝えました。
　演芸発表では、「かっこう」、「ちょうちょ」のリコーダー奏と「にじ」
「きっとありがとう」の合唱をしました。緊張している様子もありまし
たが、本番ではおじいちゃん、おばあちゃんに元気を届けようと、堂々
と発表をしていました。3年生にとっては、大きな舞台で発表する貴重
な経験になったと思います。
　これからも3年生には、自分や友達、家族、周りの人たちを大切に
思い、感謝しながら関わっていってほしいと思います。

　
1年生　こども園さくら組さんとの交流学習（園小交流）

　
3年生　敬老会

　5月24日には、小学校の運動会にさくら組（年長児）さんがかけっこで参加。9月10日には、小学校に来ていただ
いて夏の遊び（シャボン玉遊び、水遊び、虫取り遊び）とプールを楽しみました。そして、10月11日には、1年生がこ
ども園の運動会に参加。今年度も交流を楽しんでいます。
　プール遊びでは、さくら組さんが困らないように、お兄さんお姉さんらしくリードしていて、成長を感じました。
「もっと一緒に遊びたい！」という思いがあふれた、楽しい時間になりました。
　こども園の運動会では、力いっぱい走り、お土産もいただきました。園庭を走る1年生は一段と大きく見え、成長
を感じられた方も多かったのではないでしょうか。お土産にいただいたノートとえんぴつは、日頃の学習で大切に
使っていきます。

　
2年生　芋掘り

　9月26日に海浜センターで体験学習をやりました。初
めに浜辺の掃除をしました。ごみが多くて大変だった
けれど、きれいに掃除をすることができて良かったです
。海の生き物が安全に生きられるように、ごみは捨てな
いでほしいと思いました。

（中村　奏太）

　今回のサンゴ学習で、ぼくの知らなかった奈半利の
サンゴのことがたくさん知れて良かったです。この大切
な自然をぼくたちが守っていかなければいけないと思
いました。また、ぼくが石に貼り付けたサンゴが、再生し
てたくさんのサンゴになってほしいと思いました。

（利岡　昴）

　26日の体験学習では、最初に浜辺の掃除をしまし
た。ごみが多く、大きなごみもあってびっくりしました。し
かし、その後の体験学習で、サンゴなどが浜辺や海の
中にたくさんあったので、環境がとても良いと思いまし
た。

（大北　太一郎）

　
4年生　環境学習・海の活動

　4年生は9月25日・26日に環境学習・海の活動を行いました。森林の働きやサンゴについて、25日に座学を行
い、26日は海に出てサンゴの移植やマリンスポーツを体験しました。
　移植したサンゴは、上手に育てば子どもたちがおじいちゃん、おばあちゃんになる頃まで生きられるそうです。
奈半利の海の環境が守られている限り、サンゴは元気に育つはずです。きっと子どもたちも奈半利の海を大切に
守っていきたいと思ったと思います。
　子どもたちはサンゴの移植体験のほか、海辺のごみ拾いや、シーカヤックなどマリンスポーツを楽しみました。
このような体験を生かして、ふるさとの自然を大切にしていこうという気持ちが高まったようです。

　ぼくは、25日の座学では、奈半利の自然について教え
てもらい、ぼくは奈半利の自然やサンゴにきょう味を持ち
ました。しかし、26日に海浜センターに行くと、ごみがいっ
ぱいでおどろきました。自分のごみは自分で持って帰って
ほしいと思いました。

（本田　海晴）

奈半利小学校便り奈半利小学校便り奈半利小学校便り
10月
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　10月10日（金）、2年生は米ケ岡で芋
掘りを行いました。6月に植えた苗が育
って、どこまで成長しているか。2年生み
んなが、この日が来るのを楽しみにして
いました。
　芋のつるは長く伸びており、子どもた
ちは早く掘りたくてワクワクしていまし
た。茎の周辺をスコップや手を使って、
芋を傷つけないように優しく掘ろうとし
ますが、土が硬くてなかなか上手に掘れません。ご指導いただい
た谷川さんや教育委員会の皆さんに手伝ってもらいながら、なん
とかみんなで協力して収穫することができました。小さいものが
多かったですが、掘り当てたときは、「やった～。とれた～」「楽し
い～」などの歓声が上がっていました。大きい芋はなかなかお目
にかかることができませんでしたが、なぜお芋が十分育たなかったかを考えることも大切な勉強です。もっと水やり
をしたらよかったのか、肥料を足したらよかったのか、草抜きが必要だったのか。今度、お芋を植えるときには今回
の学びを生かせるようにしたいです。
　収穫したお芋は、すぐに食べるのではなく2週間ほど乾燥させることによって、より甘くなるそうです。2週間後、ど
んな調理方法で食べるかという新たな楽しみもできました。

　10月5日（日）、令和7年度敬老会が行われました。3年生は作文発表と
演芸発表をしました。
　2学期になってすぐに3年生は作文を書いたり、歌、リコーダーの練習を
したりしてきました。短い練習期間でしたが、本番は立派に作文発表と演
芸発表をしていました。
　はじめに、代表児童5人が作文を発表しました。普段なかなか伝えられ
ないおじいちゃん、おばあちゃんへの感謝の気持ちを伝えました。
　演芸発表では、「かっこう」、「ちょうちょ」のリコーダー奏と「にじ」
「きっとありがとう」の合唱をしました。緊張している様子もありまし
たが、本番ではおじいちゃん、おばあちゃんに元気を届けようと、堂々
と発表をしていました。3年生にとっては、大きな舞台で発表する貴重
な経験になったと思います。
　これからも3年生には、自分や友達、家族、周りの人たちを大切に
思い、感謝しながら関わっていってほしいと思います。

　
1年生　こども園さくら組さんとの交流学習（園小交流）

　
3年生　敬老会

　5月24日には、小学校の運動会にさくら組（年長児）さんがかけっこで参加。9月10日には、小学校に来ていただ
いて夏の遊び（シャボン玉遊び、水遊び、虫取り遊び）とプールを楽しみました。そして、10月11日には、1年生がこ
ども園の運動会に参加。今年度も交流を楽しんでいます。
　プール遊びでは、さくら組さんが困らないように、お兄さんお姉さんらしくリードしていて、成長を感じました。
「もっと一緒に遊びたい！」という思いがあふれた、楽しい時間になりました。
　こども園の運動会では、力いっぱい走り、お土産もいただきました。園庭を走る1年生は一段と大きく見え、成長
を感じられた方も多かったのではないでしょうか。お土産にいただいたノートとえんぴつは、日頃の学習で大切に
使っていきます。

　
2年生　芋掘り

　9月26日に海浜センターで体験学習をやりました。初
めに浜辺の掃除をしました。ごみが多くて大変だった
けれど、きれいに掃除をすることができて良かったです
。海の生き物が安全に生きられるように、ごみは捨てな
いでほしいと思いました。

（中村　奏太）

　今回のサンゴ学習で、ぼくの知らなかった奈半利の
サンゴのことがたくさん知れて良かったです。この大切
な自然をぼくたちが守っていかなければいけないと思
いました。また、ぼくが石に貼り付けたサンゴが、再生し
てたくさんのサンゴになってほしいと思いました。

（利岡　昴）

　26日の体験学習では、最初に浜辺の掃除をしまし
た。ごみが多く、大きなごみもあってびっくりしました。し
かし、その後の体験学習で、サンゴなどが浜辺や海の
中にたくさんあったので、環境がとても良いと思いまし
た。

（大北　太一郎）

　
4年生　環境学習・海の活動

　4年生は9月25日・26日に環境学習・海の活動を行いました。森林の働きやサンゴについて、25日に座学を行
い、26日は海に出てサンゴの移植やマリンスポーツを体験しました。
　移植したサンゴは、上手に育てば子どもたちがおじいちゃん、おばあちゃんになる頃まで生きられるそうです。
奈半利の海の環境が守られている限り、サンゴは元気に育つはずです。きっと子どもたちも奈半利の海を大切に
守っていきたいと思ったと思います。
　子どもたちはサンゴの移植体験のほか、海辺のごみ拾いや、シーカヤックなどマリンスポーツを楽しみました。
このような体験を生かして、ふるさとの自然を大切にしていこうという気持ちが高まったようです。

　ぼくは、25日の座学では、奈半利の自然について教え
てもらい、ぼくは奈半利の自然やサンゴにきょう味を持ち
ました。しかし、26日に海浜センターに行くと、ごみがいっ
ぱいでおどろきました。自分のごみは自分で持って帰って
ほしいと思いました。

（本田　海晴）

奈半利小学校便り奈半利小学校便り奈半利小学校便り
10月
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5年生　宿泊学習

　9月24日、25日に高知県立青少年センターで宿泊学習を行いま
した。みんなで話し合った「一人ひとりが責任を持って行動し、集
団としても協力できる宿泊学習にする」という目標をもち、1泊2日を
過ごしました。
　1日目は青少年センターで、野外炊飯、心の冒険プログラム、ひら
めき体験教室、キャンドルの集いを行いました。キャンドルの集いでは、子どもたちが班
で協力して一生懸命スタンツを披露していました。2日目はヤシィパークの海でいかだ
作り、いかだ遊びを行いました。男女で一隻ずつ、いかだを作り、海に出てレースも行い
ました。
　2日間、どの活動でも協力して行動する姿が見られ、子どもたちの成長を感じました。
目標を意識して学習したからこそ友達との距離も縮まり、良い思い出になったと思いま
す。来年の修学旅行に向けて、意識や準備ができた良い宿泊学習になりました。

　9月24日、25日に宿泊学習に行きました。クラス全員で泊まるのは初め
てで、わくわくしていました。
　1日目に野外炊飯や心の冒険プログラム、ひらめき体験、キャンドルの集
いなどをしました。私がこの中で一番心に残ったのは野外炊飯です。理由
は、班の人たちと協力できたし、おいしいカレーが作れたからです。2日目は
いかだ作りをしました。いかだ作りでは女子と男子に分かれて作りました。
私はいかだを作るのは初めてだったけど、「ひもを結ぶのが上手だね」と言
われてうれしかったです。そして、作ったいかだを実際に海に出しました。
私たちが作ったいかだは丈夫で沈まなくてよかったです。いかだ作りが楽
しかったので、またやりたいと思いました。
　私は宿泊学習が楽しかったので来年の修学旅行も楽しみだし、自分の
決めた目標も守れたのでよかったです。修学旅行では、あいさつなどをきち
んとできるようにしたいです。
 　（萩原　愛莉）　

　9月24日、25日に、ぼくたちは宿泊学習がありました。
　まず、青少年センターに着いて、野外炊飯でカレーをみんなで作りまし
た。ぼくは、まき係で、まきを取ってきて新聞で燃やしました。煙で目がかゆ
かったけどおいしくできて楽しかったです。その後、心の冒険プログラムが
あり、男女間で一緒に協力しても、はずかしくないということを学びました。ひ
らめき体験では協力し合い問題を解きました。2日目には、いかだを作って、
作ったいかだに乗り、海で遊びました。いろいろ作る時にミスをして、すぐに
ひもが外れたり、タイヤがとれたりしました。女子のいかだは上手に作れて
いてすごいなと思いました。男子のいかだは、かいめつしていて最後は男
子みんなでいかだを引っ張って無事終わりました。
　みんなと協力し合って、楽しむことができてよかったです。　
 　　　（川﨑　将翔）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　私は、9月24日、25日に宿泊学習に行きました。
　できたことと、できなかったことがありました。できたことは、みんなと仲良く
過ごして協力するという班の目標です。できなかったことは副班長という立
場なのに、班長さんのサポートができなかったというところです。６年生に
なって、もしかしたらまた副班長や班長という立場になるかもしれないので、
それまでに班の人をまとめ、班長のサポートができるようになりたいです。
 　（中島　彩喜）　

「むずかしかったあゆつり」
　私たち6年生は、9月18日に奈半利川であゆの友づり体験をしました。私はつりをあまりしたこ
とがなくてつれるか心配でした。
　最初は、ごやという魚がつれてうれしかったです。魚をさわるとぬるぬるしていて落としそうでした。
　次に、つりざおを持つとまたかかりました。けどまたごやでした。
　それから、あまりかからなくなって「つれない」と思ったけど、最後らへんにあゆがかかり、つれました。ごやを
つったときよりもひきが強かったけど「またごやかな」と思いました。でも、あゆだったのでびっくりしました。
　最後には、川で遊びました。流れが強くて流されました。また、小さい魚もたくさんいてとても楽しかったで
す。
　また、機会があれば奈半利川であゆつりをしてみたいです。次は、たくさんあゆがつれたらうれしいです。い
い思い出になりました。 　（川崎　音愛）

「初めて経験するあゆの友づり」　
　私は、9月18日にあゆの友づりをしに学校から歩いて奈半利川まで行きました。あゆをつる前に川口ひな
ちゃんの号令の合図で「はじめましょう」を言ってあゆの友づり体験を始めました。私は、ペアのさいとうあらた
君と漁業組合の人の3人で友づり体験をしました。
　あゆづりのさおはとても高く、とても重くて持った時にびっくりしました。あゆの付け方を見た時もスムーズに
あゆの鼻に針をさしていてびっくりしました。
　さおを川の中に入れると、あゆではない小さい魚がつれました。つれたけどとてもがっかりしました。「次はい
ける」と思っていたけどあゆがにげて結果、あゆはつれませんでした。
　お昼の時間になると、お母さんの作ってくれたお弁当とあゆを2ひき食べました。お母さんが作ってくれたお
弁当はもちろんおいしかったです。あゆの味は、白身のところはとてもおいしく頭の部分は苦かったです。
　お昼ご飯を食べ終わった後は30分だけ川で遊びました。みんなとわいわい遊べて楽しかったです。
　私はあゆの友づりが初めての経験だったけどとても楽しく面白かったのでまたやってみたいと思いました。
 （本田　椎渚）

「二つの意味でしびれたあゆ釣り体験」　
　9月18日、ぼくたちはあゆ釣り体験に行きました。朝からみんなはとても気合が入っていました。そのままの勢
いで目的地に着きました。
　そこからペアを作り、川に入りました。釣る竿がとても長く、重くておどろきました。でも、みんなから釣ろうとい
う熱気が伝わってきました。
　そして、友達が終わった後に自分が釣ろうとして竿を持つと、間もなく魚が引っかかって釣ってみたらあゆ
でした。その時は、竿を持つ手がしびれていて、釣った後の自分の心もしびれていました。
　そのまま、時間がたちご飯の時間になりました。あゆの香ばしい香りがして、とても食欲がわきました。
　こういう貴重な体験はなかなかないと思うので、いい思い出になったかなと思いました。 （森田　蒼空）

　
6年生　川の活動

　9月18日（木）に川での体験学習がありま
した。
　奈半利川淡水漁業協同組合のご協力で
あゆの友釣りとあゆの塩焼きを食べる体験
をしました。友釣りでは、水の中でおとりあ
ゆが付いた竿を操作することに子どもたち
は苦戦していましたが、あゆや小魚を釣っ
た子どももいました。昼食では、あゆの塩
焼きをふるまっていただき、子どもたちはお
いしそうに食べていました。この体験で川
遊びの楽しさを知ってくれたと思います。

奈半利小学校便り奈半利小学校便り奈半利小学校便り 10月9~
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5年生　宿泊学習

　9月24日、25日に高知県立青少年センターで宿泊学習を行いま
した。みんなで話し合った「一人ひとりが責任を持って行動し、集
団としても協力できる宿泊学習にする」という目標をもち、1泊2日を
過ごしました。
　1日目は青少年センターで、野外炊飯、心の冒険プログラム、ひら
めき体験教室、キャンドルの集いを行いました。キャンドルの集いでは、子どもたちが班
で協力して一生懸命スタンツを披露していました。2日目はヤシィパークの海でいかだ
作り、いかだ遊びを行いました。男女で一隻ずつ、いかだを作り、海に出てレースも行い
ました。
　2日間、どの活動でも協力して行動する姿が見られ、子どもたちの成長を感じました。
目標を意識して学習したからこそ友達との距離も縮まり、良い思い出になったと思いま
す。来年の修学旅行に向けて、意識や準備ができた良い宿泊学習になりました。

　9月24日、25日に宿泊学習に行きました。クラス全員で泊まるのは初め
てで、わくわくしていました。
　1日目に野外炊飯や心の冒険プログラム、ひらめき体験、キャンドルの集
いなどをしました。私がこの中で一番心に残ったのは野外炊飯です。理由
は、班の人たちと協力できたし、おいしいカレーが作れたからです。2日目は
いかだ作りをしました。いかだ作りでは女子と男子に分かれて作りました。
私はいかだを作るのは初めてだったけど、「ひもを結ぶのが上手だね」と言
われてうれしかったです。そして、作ったいかだを実際に海に出しました。
私たちが作ったいかだは丈夫で沈まなくてよかったです。いかだ作りが楽
しかったので、またやりたいと思いました。
　私は宿泊学習が楽しかったので来年の修学旅行も楽しみだし、自分の
決めた目標も守れたのでよかったです。修学旅行では、あいさつなどをきち
んとできるようにしたいです。
 　（萩原　愛莉）　

　9月24日、25日に、ぼくたちは宿泊学習がありました。
　まず、青少年センターに着いて、野外炊飯でカレーをみんなで作りまし
た。ぼくは、まき係で、まきを取ってきて新聞で燃やしました。煙で目がかゆ
かったけどおいしくできて楽しかったです。その後、心の冒険プログラムが
あり、男女間で一緒に協力しても、はずかしくないということを学びました。ひ
らめき体験では協力し合い問題を解きました。2日目には、いかだを作って、
作ったいかだに乗り、海で遊びました。いろいろ作る時にミスをして、すぐに
ひもが外れたり、タイヤがとれたりしました。女子のいかだは上手に作れて
いてすごいなと思いました。男子のいかだは、かいめつしていて最後は男
子みんなでいかだを引っ張って無事終わりました。
　みんなと協力し合って、楽しむことができてよかったです。　
 　　　（川﨑　将翔）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　私は、9月24日、25日に宿泊学習に行きました。
　できたことと、できなかったことがありました。できたことは、みんなと仲良く
過ごして協力するという班の目標です。できなかったことは副班長という立
場なのに、班長さんのサポートができなかったというところです。６年生に
なって、もしかしたらまた副班長や班長という立場になるかもしれないので、
それまでに班の人をまとめ、班長のサポートができるようになりたいです。
 　（中島　彩喜）　

「むずかしかったあゆつり」
　私たち6年生は、9月18日に奈半利川であゆの友づり体験をしました。私はつりをあまりしたこ
とがなくてつれるか心配でした。
　最初は、ごやという魚がつれてうれしかったです。魚をさわるとぬるぬるしていて落としそうでした。
　次に、つりざおを持つとまたかかりました。けどまたごやでした。
　それから、あまりかからなくなって「つれない」と思ったけど、最後らへんにあゆがかかり、つれました。ごやを
つったときよりもひきが強かったけど「またごやかな」と思いました。でも、あゆだったのでびっくりしました。
　最後には、川で遊びました。流れが強くて流されました。また、小さい魚もたくさんいてとても楽しかったで
す。
　また、機会があれば奈半利川であゆつりをしてみたいです。次は、たくさんあゆがつれたらうれしいです。い
い思い出になりました。 　（川崎　音愛）

「初めて経験するあゆの友づり」　
　私は、9月18日にあゆの友づりをしに学校から歩いて奈半利川まで行きました。あゆをつる前に川口ひな
ちゃんの号令の合図で「はじめましょう」を言ってあゆの友づり体験を始めました。私は、ペアのさいとうあらた
君と漁業組合の人の3人で友づり体験をしました。
　あゆづりのさおはとても高く、とても重くて持った時にびっくりしました。あゆの付け方を見た時もスムーズに
あゆの鼻に針をさしていてびっくりしました。
　さおを川の中に入れると、あゆではない小さい魚がつれました。つれたけどとてもがっかりしました。「次はい
ける」と思っていたけどあゆがにげて結果、あゆはつれませんでした。
　お昼の時間になると、お母さんの作ってくれたお弁当とあゆを2ひき食べました。お母さんが作ってくれたお
弁当はもちろんおいしかったです。あゆの味は、白身のところはとてもおいしく頭の部分は苦かったです。
　お昼ご飯を食べ終わった後は30分だけ川で遊びました。みんなとわいわい遊べて楽しかったです。
　私はあゆの友づりが初めての経験だったけどとても楽しく面白かったのでまたやってみたいと思いました。
 （本田　椎渚）

「二つの意味でしびれたあゆ釣り体験」　
　9月18日、ぼくたちはあゆ釣り体験に行きました。朝からみんなはとても気合が入っていました。そのままの勢
いで目的地に着きました。
　そこからペアを作り、川に入りました。釣る竿がとても長く、重くておどろきました。でも、みんなから釣ろうとい
う熱気が伝わってきました。
　そして、友達が終わった後に自分が釣ろうとして竿を持つと、間もなく魚が引っかかって釣ってみたらあゆ
でした。その時は、竿を持つ手がしびれていて、釣った後の自分の心もしびれていました。
　そのまま、時間がたちご飯の時間になりました。あゆの香ばしい香りがして、とても食欲がわきました。
　こういう貴重な体験はなかなかないと思うので、いい思い出になったかなと思いました。 （森田　蒼空）

　
6年生　川の活動

　9月18日（木）に川での体験学習がありま
した。
　奈半利川淡水漁業協同組合のご協力で
あゆの友釣りとあゆの塩焼きを食べる体験
をしました。友釣りでは、水の中でおとりあ
ゆが付いた竿を操作することに子どもたち
は苦戦していましたが、あゆや小魚を釣っ
た子どももいました。昼食では、あゆの塩
焼きをふるまっていただき、子どもたちはお
いしそうに食べていました。この体験で川
遊びの楽しさを知ってくれたと思います。
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　9 月 9 日（火）、集会で、
2 学期の授業の進め方につ
いて考える場をもちました。
研究主任の高橋先生より、
1 学期の授業アンケートの
結果から、2学期は特に「『対
話する力』を身に付けて、
友達との対話を通して、課
題を解決したり、自分の考
えを広げたり深めたりしてい

く」ことを共有しました。そのために、「対話をする時に大切なこと」をペアで考えたところ、「最後まで話を聞く」「相手
の意見を尊重する」等が出されました。2 学期は友達が言ったことに対して自分の意見を伝えたり質問したりして、「ああ
でもない、こうでもない」と試行錯誤しながら、学びを深めていってほしいと思います。

スローガン『“Each person is a hero.”

　　　～点滴穿石～』を実現できた体育大会
スローガン『“Each person is a hero.”

　　　～点滴穿石～』を実現できた体育大会
てんてきせんせき

　9月16日（火）、奈半利町の現状を知り、よさや課題
について自分事として考えることを目的に、奈半利町役
場各課や教育委員会の方にインタビューをさせていただ
きました。この日までに、奈半利町のことを調べ、また
メモの取り方や、マナーなども学習しました。当日は、
「新しい企業が奈半利町に出店してこないのはなぜか」
「河川環境の悪化についての対策を知りたい」などさま
ざまな質問をするだけでなく、疑問に思ったことなども
積極的に質問をしていました。
　この後も引き続き、奈半利川について調べるなどし
て、奈半利町の魅力を発見していきます。
　2年生は、9月10日（水）から12日（金）までの3日間、
奈半利町や近隣市町村9つの事業所で、職場体験学習
を行いました。1学期から、興味のある仕事を調べてプ
レゼンテーションをしたり、マナーを学んだりし、仕事内容を想定したりと事前学習をして臨んだ体験学習。振り返りに
は、職場の方の温かさ、仕事をすることで得られる喜び、与えられた仕事がうまくできないもどかしさなど貴重な学びと
ともに、自分の将来を考えたり、これからの学校生活でやってみたいことが書かれたりしていました。
　11月8日（土）の学習発表会では、音楽発表（合唱・合奏）、学年発表（総合的な学習の時間）、作品展示、ステージ発
表（吹奏楽部　他）を予定しています。たくさんの方のご来場をお待ちしています。

　10月６日（月）、秋晴れのもと、平日にもかかわらず、たくさ
んの方の声援の中、体育大会を開催しました。9月から実行
委員、色リーダーを中心に、「一致団結して一人一人が輝く」
「保護者や地域の方に喜んでいただく」等の体育大会の目的
を大事に取り組んできた体育大会。参観の方々から「感動し
た」「よく頑張りとおした」「いい表情をしていた」等の声をいた
だくほどでした。これも、生徒の皆さんが「練習ごとに、何をす
るのかを決め、練習後は成果と課題を出し、次の練習につな
げる」ということを繰り返しやってきた成果だと思います。勝
ち負けはありましたが、互いをたたえ合う姿、励まし合う姿もとても素敵でした。初めてのことや得意でないことに挑戦した
り、一緒に取り組む仲間に寄り添った声をかけたり、そういうつながりがあったから、『“Each person is a hero.”～点滴穿石
～』のスローガンどおり、42人一人一人がヒーローになれた体育大会でした。

　体育大会は、10月４日（土）の予定が雨で
延期となりました。しかし、その日の授業も動
揺することなく、集中できており、授業を終え
た先生方が口々に「切り替えて集中して授業
を受けている」とおっしゃり、そんな皆さんを
誇らしく思いました。
　今回の体育大会で身に付けた力を、授業
や部活動、そして11月の学習発表会などに
生かしてくれることを期待しています。
　早朝から応援してくださった保護者や地
域の皆様、関係機関の皆様、ありがとうござ
いました。

てんてきせんせき

1年生、2年生総合的な
学習の時間の学び
1年生、2年生総合的な
学習の時間の学び

Vol.77

外国語指導助手

　アメリカンフットボールはアメリカでとても人
気があるスポーツです。アメフトはテキサス州
で特に人気があります。各町では、毎週沢山の
アメフトの試合が行われています。中学校の試
合は木曜日、高校の試合は金曜日、大学の試合
は土曜日です。アメフトはたくさんの人の生活
に大切であるため、アメリカではアメフトに関す
るさまざまな伝統やイベントなどの独特な文
化があります。

　日本では、アメフトを見ようというと、大体試合だけを見ることを想像す
ると思いますが、テキサス州ではアメフトというのは試合だけではなく
て、チーム色の服を着たり、「テールゲート」というパーティーに行ったり、
ダンスやチアリーディングやマーチングバンドの演奏を見たりすることで
す。「テールゲート」というのは友達と一緒にトラックの荷台に座って音楽
を聞きながら食べたり飲みんだりするのを楽しむパーティーのことです。
　テキサスのアメフトの文化はテキサスに住んでいる人の生活に影響を
与えます。この文化を通じて、みんなは一緒にさまざまな伝統やイベン
トを体験して、コミュニティーとつなげられます。できれば、いつかテキサ
ス州のアメフトの文化を体験してもらえたらと思います。

　オーストラリアといえば、砂漠のイメージがあるかもしれません。もちろん砂漠は
多いですが、砂漠以外に山、サバナ、熱帯雨林、森なども存在しています。特に、熱
帯の近くに位置する北のほうは熱帯雨林やサバナが多いです。一方で、南のほうに
は、森や雪が積もる山があります。実は山は
オーストラリアのどこにもあります。しかし、
オーストラリアでは火山や地震がないので山

は古くてだんだんと小さくなってきています。日本みたいな若い山はな
いです。
　オーストラリアの動物と植物も独特です。カンガルーやコアラなどの
オーストラリアの動物はほとんどオーストラリアにしかいません。なぜか
というと、大昔からオーストラリアは島なので、世界の生き物とかかわ
らずに進化されていたからだそうです。個人的にオーストラリアも日本
もとても美しい国だと思うので、日本にいる間に日本の自然環境につい
て習いたいと思っています！

☆  テキサス州でのアメリカンフットボールの文化☆

☆  オーストラリアの季節について☆

　 Mahula Maegan
マフラ　  メガン

Daly 　Kieran
デーリー　キーラン

２学期は、対話する力を身に付けよう２学期は、対話する力を身に付けよう
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　9 月 9 日（火）、集会で、
2 学期の授業の進め方につ
いて考える場をもちました。
研究主任の高橋先生より、
1 学期の授業アンケートの
結果から、2学期は特に「『対
話する力』を身に付けて、
友達との対話を通して、課
題を解決したり、自分の考
えを広げたり深めたりしてい

く」ことを共有しました。そのために、「対話をする時に大切なこと」をペアで考えたところ、「最後まで話を聞く」「相手
の意見を尊重する」等が出されました。2 学期は友達が言ったことに対して自分の意見を伝えたり質問したりして、「ああ
でもない、こうでもない」と試行錯誤しながら、学びを深めていってほしいと思います。

スローガン『“Each person is a hero.”

　　　～点滴穿石～』を実現できた体育大会
スローガン『“Each person is a hero.”

　　　～点滴穿石～』を実現できた体育大会
てんてきせんせき

　9月16日（火）、奈半利町の現状を知り、よさや課題
について自分事として考えることを目的に、奈半利町役
場各課や教育委員会の方にインタビューをさせていただ
きました。この日までに、奈半利町のことを調べ、また
メモの取り方や、マナーなども学習しました。当日は、
「新しい企業が奈半利町に出店してこないのはなぜか」
「河川環境の悪化についての対策を知りたい」などさま
ざまな質問をするだけでなく、疑問に思ったことなども
積極的に質問をしていました。
　この後も引き続き、奈半利川について調べるなどし
て、奈半利町の魅力を発見していきます。
　2年生は、9月10日（水）から12日（金）までの3日間、
奈半利町や近隣市町村9つの事業所で、職場体験学習
を行いました。1学期から、興味のある仕事を調べてプ
レゼンテーションをしたり、マナーを学んだりし、仕事内容を想定したりと事前学習をして臨んだ体験学習。振り返りに
は、職場の方の温かさ、仕事をすることで得られる喜び、与えられた仕事がうまくできないもどかしさなど貴重な学びと
ともに、自分の将来を考えたり、これからの学校生活でやってみたいことが書かれたりしていました。
　11月8日（土）の学習発表会では、音楽発表（合唱・合奏）、学年発表（総合的な学習の時間）、作品展示、ステージ発
表（吹奏楽部　他）を予定しています。たくさんの方のご来場をお待ちしています。

　10月６日（月）、秋晴れのもと、平日にもかかわらず、たくさ
んの方の声援の中、体育大会を開催しました。9月から実行
委員、色リーダーを中心に、「一致団結して一人一人が輝く」
「保護者や地域の方に喜んでいただく」等の体育大会の目的
を大事に取り組んできた体育大会。参観の方々から「感動し
た」「よく頑張りとおした」「いい表情をしていた」等の声をいた
だくほどでした。これも、生徒の皆さんが「練習ごとに、何をす
るのかを決め、練習後は成果と課題を出し、次の練習につな
げる」ということを繰り返しやってきた成果だと思います。勝
ち負けはありましたが、互いをたたえ合う姿、励まし合う姿もとても素敵でした。初めてのことや得意でないことに挑戦した
り、一緒に取り組む仲間に寄り添った声をかけたり、そういうつながりがあったから、『“Each person is a hero.”～点滴穿石
～』のスローガンどおり、42人一人一人がヒーローになれた体育大会でした。

　体育大会は、10月４日（土）の予定が雨で
延期となりました。しかし、その日の授業も動
揺することなく、集中できており、授業を終え
た先生方が口々に「切り替えて集中して授業
を受けている」とおっしゃり、そんな皆さんを
誇らしく思いました。
　今回の体育大会で身に付けた力を、授業
や部活動、そして11月の学習発表会などに
生かしてくれることを期待しています。
　早朝から応援してくださった保護者や地
域の皆様、関係機関の皆様、ありがとうござ
いました。

てんてきせんせき

1年生、2年生総合的な
学習の時間の学び
1年生、2年生総合的な
学習の時間の学び

Vol.77

外国語指導助手

　アメリカンフットボールはアメリカでとても人
気があるスポーツです。アメフトはテキサス州
で特に人気があります。各町では、毎週沢山の
アメフトの試合が行われています。中学校の試
合は木曜日、高校の試合は金曜日、大学の試合
は土曜日です。アメフトはたくさんの人の生活
に大切であるため、アメリカではアメフトに関す
るさまざまな伝統やイベントなどの独特な文
化があります。

　日本では、アメフトを見ようというと、大体試合だけを見ることを想像す
ると思いますが、テキサス州ではアメフトというのは試合だけではなく
て、チーム色の服を着たり、「テールゲート」というパーティーに行ったり、
ダンスやチアリーディングやマーチングバンドの演奏を見たりすることで
す。「テールゲート」というのは友達と一緒にトラックの荷台に座って音楽
を聞きながら食べたり飲みんだりするのを楽しむパーティーのことです。
　テキサスのアメフトの文化はテキサスに住んでいる人の生活に影響を
与えます。この文化を通じて、みんなは一緒にさまざまな伝統やイベン
トを体験して、コミュニティーとつなげられます。できれば、いつかテキサ
ス州のアメフトの文化を体験してもらえたらと思います。

　オーストラリアといえば、砂漠のイメージがあるかもしれません。もちろん砂漠は
多いですが、砂漠以外に山、サバナ、熱帯雨林、森なども存在しています。特に、熱
帯の近くに位置する北のほうは熱帯雨林やサバナが多いです。一方で、南のほうに
は、森や雪が積もる山があります。実は山は
オーストラリアのどこにもあります。しかし、
オーストラリアでは火山や地震がないので山

は古くてだんだんと小さくなってきています。日本みたいな若い山はな
いです。
　オーストラリアの動物と植物も独特です。カンガルーやコアラなどの
オーストラリアの動物はほとんどオーストラリアにしかいません。なぜか
というと、大昔からオーストラリアは島なので、世界の生き物とかかわ
らずに進化されていたからだそうです。個人的にオーストラリアも日本
もとても美しい国だと思うので、日本にいる間に日本の自然環境につい
て習いたいと思っています！

☆  テキサス州でのアメリカンフットボールの文化☆

☆  オーストラリアの季節について☆

　 Mahula Maegan
マフラ　  メガン

Daly 　Kieran
デーリー　キーラン

２学期は、対話する力を身に付けよう２学期は、対話する力を身に付けよう
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あなたも国民年金を増やしませんか？
年金の「未納」「未加入」「免除」期間がある 60 歳以上の方へ

やむを得ない事情により国民年金保険料を納められなかった期間や、国民年金に加入して
いなかった期間があると、その期間に応じて年金額が少なくなってしまいます。

国民年金には、ご本人の申し出により「 60歳以上65歳未満」の 5年間（納付月数
480月まで）、国民年金保険料を納めることで、65歳から受け取る老齢基礎年金
を増やすことができる［任意加入制度］があります。

Ｑ．任意加入はどこで手続きをすればよいのですか？

日本年金機構ホームページ
https://www.nenkin.go.jp/

２１０４ １０１６ ０５４

さらに受け取る年金額が増える付加保険料の納付もおすすめです!
毎月の保険料に加えて月額400円の付加保険料を納めると、老齢基礎年金とあわせて
付加年金を受け取れます。
付加年金額（年額）は、「付加保険料納付月数 × 200円」で計算します。

●60歳から65歳になるまで付加保険料を納めた場合
・５年間の付加保険料納付額（総額）… 24,000円（60月 × 400円）
・付加年金額（年額）…………………… 12,000円（60月 × 200円）

Ａ．ご本人がお住まいの市（区）役所または町村役場の国民年金担当窓口です。

年金増加額の例
5 年間加入したと仮定した場合の保険料納付額と年金増加額は次のとおりです。

66歳 67歳 68歳 69歳 70歳

５年間の
付加保険料
納付額

付加年金額（累計）

ご不明な点は、お住まいの市（区）役所または町村役場（国民年金の担当）、
もしくは下記の年金事務所までお問い合わせください。

65歳 70歳 75歳 80歳

受け取る年金の
増加額（累計）

５年間の
保険料
納付額

〒781-6402　高知県安芸郡奈半利町乙1659番地1
奈半利町役場　住民福祉課　国民年金担当　TEL　0887-38-4012

※令和7年度の保険料額、年金額（65歳時満額の 831,700円 で計算しています。

●5年間の保険料納付額（総額）……1,050,600円

●65歳から受け取る年金の増加額
・70歳……約　519,000円（5年間の総額）　
・75歳……約1,039,000円（10年間の総額）
・80歳……約1,559,000円（15年間の総額）
　

つまり、65歳から国民年金を受け取り始めて2年で、
付加保険料の合計額に見合う付加年金額を受け取る
ことができます。
※令和7年度の保険料額、年金額で計算しています。
※付加保険料を納めるには申し込みが必要です。
詳しくは、年金事務所へお問い合わせください。
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令和８年度から適用される
個人住民税（町・県民税）の主な改正について

　給与所得者に適用される給与所得控除の最低保障額が55万円から65万円に引き上げられます。
・対象者　給与収入金額が190万円以下の方
・控除額

※ 合計所得金額（ひとり親の生計を一にする子、雑損控除の適用を認められる親族については総所得金額等の合計額）
の要件をいいます。

※ あくまで一部控除を認めるものであり、合計所得金額が58万円を超えるため税法上の扶養親族には該当しませ
ん。そのため非課税の判定等における「扶養親族数」には含まれません。

　物価上昇局面における税負担の調整及び就業調整への対応として給与所得控除の見直し、大学生年代の子
等に関する特別控除（特定親族特別控除）の創設、各種扶養控除等に係る所得要件の引き上げが行われました。
　これらの改正は令和8年1月1日に施行され、令和7年中（1月1日～ 12月31日）の収入に対して課税される、令
和8年度の個人住民税（町・県民税）から適用されます。
〇給与所得控除の見直し

　給与所得控除の改正に伴い、家内労働者の事業所得等の所得計算の特例について、必要経費に算入する最低
保障額が55万円から65万円に引き上げられます。

〇家内労働者の事業所得等の所得計算の特例について

　生計を一にする19歳以上23歳未満の親族のうち、合計所得金額が58万円（改正後の所得要件）を超え、扶養
控除を適用できない者についても段階的に控除を受けられるようになります。

〇大学生年代の子等に関する特別控除（特定親族特別控除）の創設

　各種扶養親族等の所得要件などが引き上げられます。
〇各種扶養控除等にかかる所得要件の引き上げ

改正前と改正後の比較
　　　　収入金額 　　　　　    改正前 　　　　改正後
 　　   　　給与所得控除額 　給与所得控除額
162万5千円以下 55万円 
162万5千円超180万円以下 給与等の収入金額×40％－10万円 　　　65万円 
180万円超190万円以下 給与等の収入金額×30％＋8万円 
190万円超 　　　　　　　　　　　　　改正なし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定親族特別控除額
特定親族の合計所得金額
（収入が給与のみの場合の収入金額） 特定親族特別控除額

58万円超 95万円以下（123万円超160万円以下） 45万円
95万円超 100万円以下（160万円超165万円以下） 41万円
100万円超 105万円以下（165万円超170万円以下） 31万円
105万円超 110万円以下（170万円超175万円以下） 21万円
110万円超 115万円以下（175万円超180万円以下） 11万円
115万円超 120万円以下（180万円超185万円以下） 6万円
120万円超 123万円以下（185万円超188万円以下） 3万円

改正前と改正後の比較

　　　  扶養親族の区分 　　　   所得要件※（収入が給与のみの場合の収入金額）
 　　　　  改正前           改正後
扶養親族  
同一生計配偶者 

48万円以下（103万円以下） 58万円以下（123万円以下）
ひとり親の生計を一にする子  
雑損控除の適用を認められる親族  
勤労学生の合計所得金額 75万円以下（130万円以下） 85万円（150万円以下）

・対象者　　以下のいずれにも該当する方と生計を一にする納税義務者
　　　　　　１　年齢19歳以上23歳未満の親族（配偶者及び青色事業専従者等を除く）
　　　　　　２　合計所得金額が58万円超123万円以下（給与収入のみの場合は123万円超188万円以下）
・控除額
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～滞納ゼロへの道のり～【その 2】　
早期対応と厳正措置がポイント 

　低迷していた奈半利町の債権回収の改善に向けて、令和５年度から取り組みを強化してきまし
た。その結果、下表のとおり、この2年間で、未収金を１,200万円以上減らして収納率を2.3％向
上させるなど一定の成果が生まれました。

　それでは、さらなる回収を実現させるための「本年度の取り組み」をご説明しますので、これについても町
民の皆様のご理解とご協力をお願いします。
1　まず、早期処理の徹底に向けて、納付に関する折衝の早期化に努めます。
　　①督促状に同封の通知メモ等を介して、折衝のための電話連絡を要請する
　　②連絡を受けた際には、折衝日程の調整等を行う
2　次に、折衝の際に分納（分割納付）の依頼があった場合の対応です。本来、全額一括納付が原則であり
　分納を認める制度や根拠は無いものの、次の項目全てに該当すれば認めることもあります。
　　①収入書類（給与明細等）等から納付困難事情が認められること
　　②収支等の生活実態からみて妥当な分納金額であること
　　③「債務承認兼納付誓約書、生活実態説明書、調査同意書」の提出
　　④納付したら、その都度連絡をしてくること
3　そして、納付の見込めない事案への対応です。この取り扱いとしては、公平性と財源を確保するため、厳
　正措置の執行に移行せざるを得ません。
　　なお、厳正措置の概要は、次のとおりです。
　　①住宅や水道など　　裁判所を介する手続き（訴訟、差押その他）
　　②町税や国保など　　財産調査、差押、自動車のタイヤロック装着、家宅捜索
　　③差押の対象財産　　給与、預金、保険、不動産、車、家電等の動産
　　④主な対象者　　　　・折衝したが合意に至らない者
　　　　　　　　　　　　・折衝で合意したがこれを守らず納付しない者
　　　　　　　　　　　　・連絡がなく折衝に応じない者

お子さまの教育資金を「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）がサポート！お子さまの教育資金を「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）がサポート！
　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とし
た公的な融資制度です。
【ご融資額】　お子さま1人あたり350万円以内
【金　　利】　年 3.15％　固定金利
　　　　　　※「母子家庭」、「父子家庭」、「交通遺児家

庭」、「世帯年収200万円（所得132万円）以
内の方」または「子ども3人以上の世帯かつ
世帯年収500万円（所得356万円）以内の
方」は年2．75％

　　　　　　　（令和7年9月1日現在）
【こ返済期間】　20年以内

【お使いみち】　入学金、授業料、教科書代、塾代、自宅外通学
に必要な住居費用なと
【ご返済方法】　毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も
可能）
【保　　　証】　（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人
による保証も可能）

　詳しくは、HP（「国の教育ローン」で検索）または教育ロー
ンコールセンター
　（0570－008656　（ナビダイヤル）または（03）5321－
8656）までお問い合わせください。

＊数値は、現年度分と滞納繰越分の合計です。

R ４年度 R ５年度 R ６年度 R ４年度 R ５年度 R ６年度
未収金　（単位 千円） 収納率　（単位 ％）

町　　税 9,597 8,592 6,731 96.8 97.0 97.6 
国　　保 2,395 2,081 2,774 96.5 96.6 95.4 
後期高齢 299 323 53 97.8 97.7 99.6 
住　　宅 13,327 5,532 5,044 75.9 77.7 89.7 
水　　道 1,461 1,303 1,152 95.4 95.3 96.1 
奨学資金 1,277 1,129 562 60.9 61.4 79.5 
給　　食 468 248 230 95.3 95.4 97.7 
園授業料 148 135 61 11.9 8.6 54.4 

合計 28,972 19,343 16,607 93.9 94.2 96.2 
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65歳以上の方の申請方法が変わりました！！

65歳以上の方の申請方法が変わりました！！

※生活保護世帯（65歳以上）については事前申請が必要です。
申請窓口…奈半利町役場、中芸広域連合

※生活保護世帯（65歳以上）については事前申請が必要です。
申請窓口…奈半利町役場、中芸広域連合

奈半利町インフルエンザ予防接種の助成について奈半利町インフルエンザ予防接種の助成について

【問い合わせ先】　奈半利町住民福祉課　☎３８－８１８１

【問い合わせ先】　奈半利町住民福祉課　☎３８－８１８１

　インフルエンザの発病や重度化を防止するための予防接種の助
成事業についてご案内をいたします。

　　インフルエンザ予防接種費用のうち2,000円の補助が受けられます（１回のみ）。
　＊接種期間：令和7年10月1日～令和7年12月31日（委託医療機関の休診日を除く）
【申請方法】
　＊インフルエンザ予防接種実施後、領収書（原本）を添えて令和8年3月末までに役場へ補助申

請をしてください。振込先の登録が必要です。通帳、印鑑をお持ちください。
　＊領収書には、①接種日②接種者の氏名③医療機関名④医療機関の領収印⑤但し書き「インフ
ルエンザ予防接種代」の記入が必要です。

　インフルエンザ予防接種費用1,100円の補助があります。
≪自己負担額 ０円≫ （1回のみ）
　＊接種期間：令和7年10月1日～令和7年12月31日（委託医療機関の休診日を除く）
　＊60歳～64歳で心臓や腎臓などの内部疾患で障害等1級か同程度として医師の診断で確認でき
る方も対象となります。

　新型コロナワクチン予防接種費用のうち3,000円の補助があります。
≪自己負担額 2,100円≫ （1回のみ）
　＊接種期間：令和7年10月1日～令和8年3月31日（委託医療機関の休診日を除く）
　＊60歳～64歳で心臓や腎臓などの内部疾患で障害等1級か同程度として医師の診断で確認でき
る方も対象となります。

奈半利町にお住まいの65歳以上の方：接種後申請

奈半利町にお住まいの65歳以上の方：接種後申請

奈半利町にお住まいの1歳～64歳の方：接種後申請

奈半利町新型コロナワクチン予防接種の助成について奈半利町新型コロナワクチン予防接種の助成について

　新型コロナウイルス感染症による重度化を防止するための予防接種の助成事業についてご
案内をいたします。

　　新型コロナワクチン予防接種費用のうち2,000円の補助があります（１回のみ）。

　＊接種期間：令和7年10月1日～令和8年3月31日（委託医療機関の休診日を除く）
【申請方法】
　＊新型コロナワクチン予防接種実施後、領収書（原本）を添えて令和8年3月末までに役場へ補

助申請をしてください。振込先の登録が必要です。通帳、印鑑をお持ちください。
　＊領収書には、①接種日②接種者の氏名③医療機関名④医療機関の領収印⑤但し書き「新型コ

ロナワクチン予防接種代」の記入が必要です。

奈半利町にお住まいの1歳～64歳の方：接種後申請

◀ なはり広報　No.36325
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　倒壊や火災により周囲の住民に被害を及ぼ
す恐れのある老朽化住宅（建築物）の除却を
行うものに対し、予算の範囲内において除却
工事に要する経費の一部を補助します。
※当該住宅の取り壊し費用、廃棄物処分費用（家
具の搬出、処分にかかる費用を含む）

○住宅耐震改修事業について

＜改修までの流れ＞

○ブロック塀等の改修事業について

○老朽化住宅除却事業について

　地震・津波等から避難する対策として避難路を確保
するために、ブロック塀等の改修事業を実施しています。
　地震時に倒壊の危険のあるブロック塀等の撤去や改
修にかかる費用に対して補助をするものです。対象は、
避難路に面しているブロック塀等（無筋・控壁、レンガ造、
石積みを言います）が対象となります。

お問い合わせは、
奈半利町役場総務課まで （３８－４０１１）

※事業費の4/5以内

対象 昭和５６年５月３１日以前に建てられた、
木造・非木造家屋（居宅であること） 

対象住宅の所有者申請者

補助金（上限）
40万 7千円

補助金（上限）
160万円

補助金（上限）　33万円
【例】木造家屋の場合
現在、耐震設計をされた方の設
計費用は、平均で33万円です。

耐震設計
補助金（上限）　165万円
※昭和５６年以降に建てられた
家屋でも診断により耐震性が
ないと診断された場合は改修
の補助金が使えます。 

耐震改修

※耐震診断を行うと、おおよ
その工事費が分かります。

耐震診断
木造住宅　個人負担無料

　当町では、南海地震対策のひとつとして住宅の｢耐震診断｣「耐震改修」「耐震改修工事」の事業を支
援しています。
　地震・津波から避難するには、まず皆さまが住んでいるご自宅の耐震化が必要ですので、お気軽にお
問い合わせください。

ご自宅の耐震大丈夫ですか？ご自宅の耐震大丈夫ですか？

加領郷小学校閉校跡施設の利活用に向けた準備が始まります
～地域の思いを形に、交流と安心の拠点へ～

加領郷小学校閉校跡施設の利活用に向けた準備が始まります
～地域の思いを形に、交流と安心の拠点へ～

　令和２年３月末をもって閉校となった加領郷小学校について、
閉校跡施設の利活用に向けてこれまで住民懇談会やアンケート
を通じて地域のみなさんのご意見を伺ってきました。
　「避難所としての機能を持たせること」、「子どもたちの受け入
れ施設に」、「移住・定住を促進する拠点に」、「高齢者の交流の場
を」、「体験型観光や宿泊ができる施設を」など、そうした多くの声を踏まえ、平時には地域
の賑わいと交流を生み出し、災害時には避難所としての機能を備える複合施設として整備を
進めています。
　このたび、その施設運営を担う事業者を選定するために公募型プロポーザルを実施した結
果、ミタニ建設工業株式会社を優先交渉権者として決定しました。
　同社は、施設の運営管理を通じて、地域産品の価値向上や観光・交流の促進など、地域の
活性化に取り組む予定です。また、令和９年度の事業開始に向け、これから町内各所で準備
のための活動を行いますので、この取組が交流人口及び関係人口を創出し、活力のあるまち
づくりにつながるようにご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。
　加領郷地区の新たな拠点として、世代を超えた交流や地域の魅力発信の場となるよう、今
後も地域のみなさんと一緒に町と事業者が連携しながら取組を進めてまいります。

お
知
ら
せ

文化財保護に関するお知らせ文化財保護に関するお知らせ

令和7年度奈半利町生涯学習歴史講座を開催します！令和7年度奈半利町生涯学習歴史講座を開催します！

　奈半利町では、貴重な文化財を後世に伝えていくために、文化財の修理や保存管理に必要な経費の
一部を補助しています。保護事業をお考えの際は、あらかじめ教育委員会へご相談ください。

1.補助の対象となる文化財
　①奈半利町保護文化財
　②登録有形文化財
　③高知県保護有形文化財
　④その他、歴史的、文化的価値の高いもので
町長が認めたもの

2.補助の対象者
　文化財の保護事業を行う所有者または団体

3.補助の対象となる事業（次のいずれかに該
当するもの）
　①保護事業を実施することにより、文化財の
保護が適切に行われ、あるいは文化財保護の普
及啓発に寄与し、または文化財の適切な活用が
図られるもの
　②補助対象者が、保護事業に要する経費につ
いて経済上負担することが困難であるもの

※保護事業とは…（日常的な維持管理を除く
　次のいずれかに該当するもの）
　①文化財保存事業：建造物、美術工芸品、
史跡、名勝、天然記念物等の当該文化財の
保存、補修、復旧及びその他文化財の保存
に必要な事務または事業
　②文化財保存継承事業：無形民俗文化財
等の保存に必要な記録の作成や伝承者の
育成及び保存に必要な専門用具、楽器、衣
装等の新調または修理

4.補助の対象となる経費
　①修理・工事費
　②設計・監理費
　③備品・消耗品・原材料費
　④役務費・手数料
　⑤使用料及び賃借料

　さまざまな歴史を楽しく学んでみませんか？事前申し込みは不要で、参加しやすい日程のみの受講
も可能です。どなたでも参加できますので、ぜひお越しください。

■日　程　　第1回　令和7年12月3日（水）　　第2回　令和7年12月10日（水）
　　　　　　第3回　令和7年12月17日（水）　　　　　　　
■時　間　　午後7時～（※1時間程度の講演）　
■場　所　　奈半利町保健センター　グリーンホール　　■参加費　　無料
■講　師　　第1回　高知県立高知城歴史博物館長　　渡部　淳　氏
　　　　　　第2回　高知県立歴史民俗資料館副館長　松田　直則　氏
　　　　　　第3回　高知県立高知城歴史博物館長　　渡部　淳　氏
■内　容　　第1回　土佐藩の法律～元禄大定目を中心に～
　　　　　　第2回　土佐の古代寺院とコゴロク廃寺
　　　　　　第3回　土佐藩の村～庄屋と村人の生活～

【お問い合わせ先】　奈半利町教育委員会　TEL：38－8188

5.補助金の交付額

※交付決定通知が出る前に着手した事業は、対象になりませんのでご注意ください。

【お問い合わせ先】　　奈半利町教育委員会　文化財担当　TEL：38－8188　
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文化財保護に関するお知らせ文化財保護に関するお知らせ

令和7年度奈半利町生涯学習歴史講座を開催します！令和7年度奈半利町生涯学習歴史講座を開催します！

　奈半利町では、貴重な文化財を後世に伝えていくために、文化財の修理や保存管理に必要な経費の
一部を補助しています。保護事業をお考えの際は、あらかじめ教育委員会へご相談ください。

1.補助の対象となる文化財
　①奈半利町保護文化財
　②登録有形文化財
　③高知県保護有形文化財
　④その他、歴史的、文化的価値の高いもので
町長が認めたもの

2.補助の対象者
　文化財の保護事業を行う所有者または団体

3.補助の対象となる事業（次のいずれかに該
当するもの）
　①保護事業を実施することにより、文化財の
保護が適切に行われ、あるいは文化財保護の普
及啓発に寄与し、または文化財の適切な活用が
図られるもの
　②補助対象者が、保護事業に要する経費につ
いて経済上負担することが困難であるもの

※保護事業とは…（日常的な維持管理を除く
　次のいずれかに該当するもの）
　①文化財保存事業：建造物、美術工芸品、
史跡、名勝、天然記念物等の当該文化財の
保存、補修、復旧及びその他文化財の保存
に必要な事務または事業
　②文化財保存継承事業：無形民俗文化財
等の保存に必要な記録の作成や伝承者の
育成及び保存に必要な専門用具、楽器、衣
装等の新調または修理

4.補助の対象となる経費
　①修理・工事費
　②設計・監理費
　③備品・消耗品・原材料費
　④役務費・手数料
　⑤使用料及び賃借料

　さまざまな歴史を楽しく学んでみませんか？事前申し込みは不要で、参加しやすい日程のみの受講
も可能です。どなたでも参加できますので、ぜひお越しください。

■日　程　　第1回　令和7年12月3日（水）　　第2回　令和7年12月10日（水）
　　　　　　第3回　令和7年12月17日（水）　　　　　　　
■時　間　　午後7時～（※1時間程度の講演）　
■場　所　　奈半利町保健センター　グリーンホール　　■参加費　　無料
■講　師　　第1回　高知県立高知城歴史博物館長　　渡部　淳　氏
　　　　　　第2回　高知県立歴史民俗資料館副館長　松田　直則　氏
　　　　　　第3回　高知県立高知城歴史博物館長　　渡部　淳　氏
■内　容　　第1回　土佐藩の法律～元禄大定目を中心に～
　　　　　　第2回　土佐の古代寺院とコゴロク廃寺
　　　　　　第3回　土佐藩の村～庄屋と村人の生活～

【お問い合わせ先】　奈半利町教育委員会　TEL：38－8188

5.補助金の交付額

※交付決定通知が出る前に着手した事業は、対象になりませんのでご注意ください。

【お問い合わせ先】　　奈半利町教育委員会　文化財担当　TEL：38－8188　

対象事業 補助対象となる文化財 種別 補助額（1,000円未満切捨） 備考

文化財
保存事業

奈半利町保護文化財・
高知県保護有形文化財

建造物
当該年度で完了する対象経費
の2分の1以内の額（補助金限
度額は500千円）

国または県及
びその他機関
からの補助を
伴う事業の場
合にあって
は、対象経費
から当該補助
金を控除した
額

美術工芸品・
史跡・名勝・
天然記念物

当該年度で完了する対象経費
の2分の1以内の額（補助金限
度額は300千円）

登録有形文化財 建造物
当該年度で完了する対象経費
の2分の1以内の額（補助金限
度額は500千円）

文化財
保存継承

事業
奈半利町保護文化財・
高知県保護有形文化財

無形民俗文
化財

当該年度で完了する対象経費
の2分の1以内の額（補助金限
度額は100千円）

有形民俗文
化財

当該年度で完了する対象経費
の2分の1以内の額（補助金限
度額は200千円）
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警察の窓口業務の受付時間が変わります！警察の窓口業務の受付時間が変わります！

令和7年度後期 自衛官等採用案内令和7年度後期 自衛官等採用案内

　高知県警察では、業務改善や行政サービスの質の向上を目的として、一部の窓口業務の受付時間を
試行的に変更します。県民の皆様のご理解、ご協力をよろしくお願いします。

自 衛 官 候 補 生
○任期制隊員のスタンダードなコースで、昨年度は、高知県から26人の方が入隊されました。
○初任給（月額）224,600 ～ 239,600円　（入隊から3カ月間は月額179,000円）
○約3カ月間の自衛官候補生教育終了後、344,000円の自衛官任用一時金が支給されます。
○週休2日制、祝日、夏季・年末年始休暇等があり、年間約150日程度の休みを取ることが可能です。
○通常の勤務時間は、8時15分～ 12時、13時～ 17時（7時間45分間）

資　格 受付期間・試験日
採用予定月の1日現在
18歳以上33歳未満の人

32歳の人は、採用予定月の末日現
在において33歳に達していない人

受付：年間を通じて実施
第5回採用試験：Web試験　 1月17日（土）～ 19日（月）うち1日
口述試験（面接）、身体検査 　1月25日（日）
第6回採用試験：Web試験　 2月14日（土）～ 16日（月）うち1日
口述試験（面接）、身体検査　 2月22日（日）

陸 上 自 衛 隊 　 高 等 工 科 学 校 生 徒
○普通科高校と同等の「一般教育」、高度なテクノロジーを修得するための「専門教育」、陸上自

衛官として必要な防衛教育や各種訓練を行う「防衛基礎学」が主な教育で、将来、学生が多種
多様な分野で活躍するための基礎をつくる学校です。

○学校教育を修了する際には、防衛大学校学生や航空学生等の受験が可能です。
○身分は特別職国家公務員（生徒）で、自衛官ではありません。
○月額138,000円の手当てと年2回の期末手当が支給されます。
○週休2日制、祝日、夏季・年末年始休暇等があり、年間約150日程度の休みを取ることが可能です。

資　格 受付期間・試験日

令和8年4月1日現在
15歳以上17歳未満の男子

受付：10月1日（水）～令和8年1月15日（木）
第1次試験　令和8年1月24日（土）　試験会場は高知市内
国語、社会、理科、数学、英語（マークシート）、作文（500字程度）

高知地本
ホームページ

資料請求
お問い合わせ ☆状況により、試験日が変更または中止になる場合があります。

☆詳しくは、自衛隊高知地方協力本部のホームページをご覧ください。
自衛隊高知地方協力本部　香南地域事務所
　〒７８１－５２３２　高知県香南市野市町西野２２１７－３
 電話　0887－５７－8182　　E-メール kochi.pco.aki＠rct.gsdf.mod.go.jp
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『Sマーク＜標準営業約款制度＞』を
　ご存じですか！

『Sマーク＜標準営業約款制度＞』を
　ご存じですか！
　高知県では、理容・美容・クリーニングの3業種で、
厚生労働大臣の認めたルールに従って、安心・安全・清
潔のサービスを提供しているお店を、標準営業約款登録
店舗とし、Ｓマークの表示でお知らせしています。
　毎年11月を「標準営業約款普及登録促進月間」とし
て、消費者の皆様へはＳマークの周知、営業者の
方には登録を呼びかけています。
　お近くの店先を探してみませんか。
　お問い合わせは
　　（公財）高知県生活衛生営業指導センター
　　　　　　　　　（☎088－855－5100）までどうぞ。

マークのある 理容・美容・クリーニング・めん類飲食・一般飲食店は、

3つの を約束します。

安全・安心な店の証
あかし

●11月は、Sマーク標準営業約款普及登録促進月間です。

主催：公益財団法人全国生活衛生営業指導センター・都道府県生活衛生営業指導センター

Sマークって何？ 
詳しくはこちら

安全であること 清潔であること 安心であること

美容店

一般飲食店

めん類飲食店

クリーニング店

理容店
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しっかり食べて
　低栄養を予防しよう!
しっかり食べて
　低栄養を予防しよう!

エネルギー：190kcal　たんぱく質：15.0g　脂質：9.4ｇ　食塩相当量：1.2ｇ

寒くなる時期におすすめの１品　さば缶の具だくさんみそ汁　　

作り方
1　大根、にんじんは２～３㎜の厚さのいちょう切

り、しいたけは石づきを取り、半分に切り、薄
切りにする。ごぼうは斜め薄切りにし、水にさ
らし水気をきる。長ねぎは小口切り。

2　鍋にさば缶を汁ごと入れ、水を加え、長ねぎ以
外の①の野菜を加えて、フタをして中火にか
ける。煮立ってきたら弱火にして１０分煮る。

3　みそは、分量の牛乳から少しとり、溶いてお
く。

4　②に③と牛乳、長ねぎを加え、ひと煮立ちした
ら、火をとめ、器に注ぎ、三つ葉を飾る。

材料（4人分）

高齢者の食育

さばの水煮缶…… 1缶（200g）
大根 ………………… 120g
にんじん………………… 40g
しいたけ………………… 2枚
ごぼう…………………… 40g
長ねぎ…………………… 40g
水 …………………… 200ml
牛乳 ………………… 400ml
みそ……………………大さじ1
三つ葉…………………… 適宜

　低栄養とは食欲の低下、食事の偏りなどが原因で、元気
に過ごすための栄養が足りなくなる状態をいいます。
　加齢に伴い食が細くなり、気づかないうちに低栄養状態
になっていることがあります。
　しっかり食べて低栄養を予防しましょう。

さば水煮缶は骨ごと食
べられ、カルシウムを
補えます。野菜も多く
摂取できる一品です。

一般財団法人　日本食生活協会から引用
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　この夏、たくさんの泳ぎをマスターした子どもたち！保護
者の方にその姿を見てもらい、誇らしげな子どもたちでし
た。プール遊びを通して、体全体をバランスよく鍛え、運動
能力や持久力を高めることができました！子どもたちは、
早くも、来年のプール開きを楽しみにしているようです。

　10月1１日 (土 )に、子どもたちも保護者の方にとっても大イベントの
運動会がありました！お天気が心配されましたが、無事に行うことができました！
　力いっぱい頑張る姿や、元気に友達を応援する声が聞かれました。日頃の練習の成果を
たくさんの方に見ていただくことができ、子どもたちも普段以上に力が湧いているようでした。

プール参観日

運動会

高知県の情報ポータルサイト 奈半利町の広報も掲載中！＼ 広報なはりデジタル版 ／

こども園だよりこども園だよりこども園だより
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